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長
い
間
、
御
指
導
御
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
私
と
医
療
法
人
協

会
と
の
関
わ
り
は
以
下
の
様
で
す
。

　
昭
和
34
年
１
月
１
日
開
院
。
昭
和
39
年
３
月
：
医

療
法
人
大
成
会
開
設
。
昭
和
46
年
４
月
：
福
岡
医
療

法
人
協
会
監
事
。
昭
和
53
年
４
月
：
日
本
医
療
法
人

協
会
理
事
。
平
成
３
年
４
月
：
福
岡
県
医
療
法
人
協

会
理
事
。
平
成
７
年
４
月
：
福
岡
県
医
療
法
人
協
会

常
務
理
事
。
平
成
９
年
４
月
：
日
本
医
療
法
人
協
会

常
務
理
事
。
平
成
10
年
６
月
：
福
岡
県
医
療
法
人
協

会
会
長
。
平
成
10
年
６
月
：
日
本
医
療
事
業
協
同
組

合
理
事
長
、
福
岡
県
医
療
審
議
会
委
員
。
平
成
12
年

４
月
：
日
本
医
療
法
人
協
会
副
会
長
。
平
成
13
年
11

月
：
四
病
院
団
体
協
議
会
　
医
業
経
営
・
税
制
委
員

会
委
員
長
。
平
成
16
年
６
月
：
厚
生
労
働
省
　
医
療

用
医
薬
品
の
流
通
改
善
に
関
す
る
懇
談
会
委
員
。
平

成
20
年
12
月
：
厚
生
労
働
省
　
医
療
機
器
の
流
通
改

善
に
関
す
る
懇
談
会
委
員
。

　
特
記
す
べ
き
事
項
は
、
消
費
税
に
つ
い
て
原
則
課

税
を
希
求
し
て
相
沢
自
民
党
税
調
会
長
を
通
し
て
財

務
省
、
総
務
省
、
厚
生
労
働
省
と
自
民
党
会
館
で
勉

強
会
を
開
催
し
た
こ
と
。
又
、
山
崎
拓
国
会
議
員
に

よ
る
財
務
省
と
の
消
費
税
を
は
じ
め
税
制
に
つ
い
て

勉
強
会
を
自
民
党
会
館
で
開
催
を
し
た
こ
と
。
毎
年

10
年
間
に
亘
り
、
自
民
党
の
厚
生
労
働
委
員
会
で
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
で
消
費
税
を
は
じ
め
要
望
事
項
を
請
願

し
た
。
一
部
を
除
き
要
望
事
項
の
達
成
は
か
な
り
困

難
で
あ
っ
た
。
消
費
税
に
つ
い
て
は
、
目
的
を
達
成

で
き
な
か
っ
た
。
平
成
18
年
の
社
会
医
療
法
人
の
国

税
・
地
方
税
の
非
課
税
化
等
は
満
足
で
き
る
成
果
で

あ
っ
た
。

　
日
本
医
療
法
人
協
会
50
周
年
実
行
委
員
会
で
50
周

年
記
念
誌
編
集
委
員
長
を
命
ぜ
ら
れ
、
医
療
法
人
半

世
紀
の
歩
み
を
編
集
し
た
。
あ
と
が
き
に
は
編
集
委

員
長
と
し
て
医
療
法
人
の
あ
り
方
を
記
載
し
ま
し

た
。

　
会
長
辞
任
に
際
し
、
現
会
長
よ
り
福
岡
県
医
療
法

人
協
会
の
名
誉
会
長
の
称
号
を
与
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
又
、
日
本
医
療
法
人
協
会
の
顧
問
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
福
岡
県
医
療
法
人
協
会

の
鬼
塚
会
長
を
は
じ
め
協
会
会
員
・
病
院
の
益
々
の

発
展
を
希
求
し
て
辞
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

会
長
辞
任
挨
拶

◆
名
誉
会
長大

　
塚
　
　
　
量
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５
月
の
総
会
、
理
事
会
に
於
い
て
会
長
職
を
仰
せ

つ
か
り
ま
し
た
。

　
長
い
間
、
当
協
会
の
会
長
を
務
め
て
い
た
だ
い
た

大
塚
会
長
の
後
を
受
け
て
の
会
長
職
、
ず
っ
し
り
と

肩
に
重
く
、
浅
学
非
才
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
毎
日
で

す
。

　
既
に
会
員
皆
様
が
ご
存
知
の
よ
う
に
、
日
本
医
療

法
人
協
会
は
平
成
27
年
度
事
業
計
画
を
定
め
、
先
の

総
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
数
あ
る
事
業
計
画
の
中
で
も
、
控
除
対
象
外
消
費

税
問
題
は
、
医
療
界
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
べ
き

最
重
要
課
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
介
護
報
酬
も

非
課
税
で
す
か
ら
、
出
来
れ
ば
全
国
老
人
保
健
施
設

協
会
を
は
じ
め
と
す
る
介
護
保
険
事
業
者
団
体
と
も

連
携
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
）
他

に
も
医
療
事
故
調
査
制
度
の
施
行
に
伴
う
会
員
へ
の

支
援
、
ま
た
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
制
度
や
病
院

不
動
産
を
対
象
と
す
る
リ
ー
ト
に
関
す
る
対
応
を
筆

頭
に
医
療
法
人
を
取
り
巻
く
種
々
の
税
制
の
問
題
、

医
療
法
人
会
計
基
準
の
普
及
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

に
関
す
る
問
題
な
ど
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
以
外
に
も
当
協
会
と
し
て
、
県
の
医
師
会
や

他
の
病
院
団
体
と
協
力
し
て
取
り
組
む
べ
き
重
要
課

題
は
、
地
域
医
療
構
想
の
策
定
で
す
。
効
率
化
の
名

の
下
に
、
県
民
の
命
と
安
心
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
の

な
い
構
想
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
懸
案
の
消
費
税
問
題
に
加
え
、
昨
年
か
ら
新
た
に

多
く
の
政
策
、
制
度
が
導
入
さ
れ
、
た
だ
で
さ
え
困

難
な
法
人
運
営
に
重
く
の
し
か
か
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
難
し
い
時
に
会
長
を
務
め
る
こ
と
に
不
安
も
あ

り
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
協
力
、
ご
支
援
を
賜
り
な
が

ら
務
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

会
長
就
任
の
ご
挨
拶

◆
会
長

鬼
　
塚
　
俊
　
一
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優
秀
な
多
士
済
々
な
方
々
が
多
い
中
で
、
副
会
長

の
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
今
ま
で
尊
敬
す
る

偉
大
な
大
先
輩
の
大
塚
　
量
先
生
の
薫
陶
を
受
け
て

来
ま
し
た
が
、
今
後
は
鬼
塚
新
会
長
を
補
佐
し
福
岡

県
医
療
法
人
協
会
の
発
展
に
寄
与
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
日
本
医
療
法
人
協
会
、
福
岡
県
医
療
法
人
協
会

理
事
と
な
り
大
塚
前
会
長
の
医
療
法
人
問
題
に
対
す

る
博
識
に
触
れ
、
勉
強
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今
後

は
会
員
の
皆
様
方
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
よ
う

な
仕
事
が
出
来
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
医
療
法
人

の
制
度
、
税
務
、
運
営
、
会
計
、
歴
史
な
ど
を
学
ん

で
い
く
中
で
、
先
人
の
ご
苦
労
を
多
々
感
じ
ま
し
た

が
、
同
時
に
時
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
後
々
に
少
な
か

ら
ず
問
題
を
残
し
た
の
で
は
な
い
か
と
感
ず
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。
国
の
政
策
な
ど
に
、意
見
を
述
べ
、

交
渉
す
る
と
き
に
は
、
自
己
研
鑽
と
同
時
に
周
囲
に

有
能
な
ブ
レ
イ
ン
を
配
置
し
て
法
律
の
隅
々
ま
で
目

配
り
す
る
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
で
す
。今
医
療
、

年
金
な
ど
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
非
常
に
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
に
伴
う
人
材
不
足
、

財
源
不
足
に
ど
う
対
処
す
る
か
、
英
知
を
結
集
し
て

国
難
を
克
服
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
世
界
に
冠

た
る
国
民
皆
保
険
制
度
を
続
け
る
に
は
医
療
制
度
、

税
制
な
ど
な
ど
に
多
く
の
対
処
す
べ
き
問
題
が
あ
り

ま
す
。
医
療
法
人
制
度
に
つ
い
て
も
、
地
域
医
療
連

携
推
進
法
人
な
る
も
の
が
提
言
さ
れ
、
参
加
で
き
る

法
人
に
は
、
医
療
法
人
、
非
営
利
法
人
で
、
非
営
利

法
人
に
は
、独
立
行
政
法
人
や
社
会
福
祉
法
人
の
他
、

公
立
病
院
や
日
赤
・
済
生
会
が
含
ま
れ
る
そ
う
で
す
。

そ
れ
ら
は
医
療
法
人
の
国
営
化
と
思
わ
れ
て
も
お
か

し
く
な
い
内
容
で
す
。
中
小
企
業
や
農
家
に
比
し
、

医
療
法
人
に
対
す
る
贈
与
税
や
相
続
税
に
対
す
る
過

酷
な
差
別
的
な
措
置
、
消
費
税
に
対
す
る
詭
弁
と
し

か
思
え
な
い
や
り
方
な
ど
な
ど
、
我
々
を
取
り
巻
く

環
境
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
皆
で
協
力
し
一

致
団
結
し
山
積
す
る
諸
問
題
の
解
決
に
尽
力
し
た
い

も
の
で
す
。

　
会
員
の
皆
様
の
ご
指
導
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

副
会
長
就
任
ご
挨
拶

◆
副
会
長合

　
原
　
正
　
二
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死
体
検
案
と
は
、
死
因
不
明
の
死
体
を
外
か
ら
診

て
、
医
学
的
立
場
か
ら
死
亡
の
原
因
や
死
亡
時
間
な

ど
を
推
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
今
、
一
人
暮
ら
し
の

老
人
が
増
え
て
お
り
、
孤
独
の
最
後
を
迎
え
て
い

る
人
が
多
い
。
東
京
全
区
で
は
、
２
０
０
５
年
の

統
計
に
よ
る
と
、
１
日
当
た
り
32.8
人
、
年
間
１
万 

１
，９
７
４
人
の
孤
独
死
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
今 

後
、
経
験
の
少
な
い
一
般
の
医
師
に
も
、
死
体
検
案

の
協
力
依
頼
が
増
え
る
の
で
は
。

　
こ
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
に
よ
り
、｢

死
因
究
明
等
の

推
進
に
関
す
る
法
律｣

が
２
０
１
２
年
４
月
に
成
立

し
て
お
り
、
国
と
地
方
自
治
体
に
、
死
因
究
明
を
推

進
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
そ
し
て

｢

死
因
究
明

等
推
進
計
画｣

が
決
議
さ
れ
、
そ
の
中
に
死
因
究
明

に
関
す
る
医
師
の
育
成
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
と
い

う
。
日
医
で
も
、
一
般
の
医
師
向
け
に
、
１
日
講
習

な
ど
の
対
策
が
と
ら
れ
て
い
る
。

　
死
因
不
明
の
死
者
に
加
え
、
不
慮
の
外
因
死
で
あ

る
交
通
事
故
死
、
転
落
死
、
溺
死
、
焼
死
な
ど
、
ま
た
、

自
殺
な
ど
が
検
案
の
対
象
と
な
る
。
医
師
は
、
検
案

の
前
か
ら
警
察
が
行
う
検
視
や
死
体
発
見
時
の
調
査

へ
の
立
会
い
が
求
め
ら
れ
、事
件
性
が
疑
わ
れ
れ
ば
、

司
法
解
剖
と
な
る
。
事
件
性
が
な
け
れ
ば
、
遺
族
ま

た
は
警
察
か
ら
医
師
に
検
案
が
要
請
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

　
検
案
を
行
う
の
は
、
警
察
か
ら
嘱
託
を
受
け
た
医

師
（
警
察
医
）
か
、
一
般
の
医
師
で
あ
る
。
多
く
の

場
合
、
事
前
に
警
察
と
医
師
会
も
し
く
は
病
院
の
取

り
決
め
で
、
協
力
可
能
な
医
師
の
リ
ス
ト
が
作
成
さ

れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
死
因
の
究
明
は
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
死
因
の
特

定
が
〝
予
防
で
き
る
死
〟
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
る

と
い
え
る
。
例
え
ば
、
熱
中
症
に
よ
る
死
因
を
、
心

不
全
、
呼
吸
不
全
と
し
て
い
た
ら
、
熱
中
症
の
発
生

状
況
が
把
握
で
き
ず
、
注
意
喚
起
も
で
き
な
い
こ
と

に
な
る
。

　
検
死
の
主
な
目
的
は
、
死
亡
者
の
同
定
、
死
亡
時

刻
の
推
定
、
死
亡
原
因
の
推
定
で
あ
る
が
、
そ
の
た

め
に
は
、
日
常
診
察
と
同
じ
で
、
味
覚
以
外
の
五
感

を
使
い
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
で
全
身
を
丁
寧
に
診
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
最
初
に
、
警
察
か
ら
の
死
者
に
関
す
る
情
報
、
生

前
の
生
活
状
況
、
死
亡
時
・
発
見
時
の
状
況
、
病
歴
・

既
往
症
、
救
急
搬
送
時
の
状
況
、
警
察
の
捜
査
状
況

な
ど
を
聞
く
。
次
に
、死
体
を
く
ま
な
く
観
察
す
る
。

皮
下
血
腫
の
有
無
を
診
る
、
打
診
に
よ
り
異
常
が
わ

か
る
こ
と
も
あ
る
。
肛
門
な
ど
に
指
を
入
れ
て
触
診

す
る
。
病
院
で
の
検
案
で
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
や
Ｃ
Ｔ
を

活
用
で
き
る
が
、
刺
切
創
口
に
も
指
を
入
れ
て
刃
こ

ぼ
れ
な
ど
を
確
認
で
き
る
。

　
死
亡
時
刻
の
推
定
は
、
死
斑
や
死
後
硬
直
、
直
腸

温
な
ど
か
ら
行
う
。

　
死
因
を
推
定
す
る
た
め
に
、
胸
腔
、
腹
腔
、
心
嚢
、

後
頭
窩
、
心
臓
、
膀
胱
な
ど
を
穿
刺
し
た
り
、
Ｃ

Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
で
死
亡
時
画
像
診
断
を
し
た
り
、

C
R

P
,H

bA
1c,N

T
- proB

N
P

な
ど
の
生
化
学
検
査
、

簡
易
薬
物
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
な
ど
が
行
わ
れ

る
。

　
骨
折
と
出
血
の
検
出
に
Ａ
ｉ
が
有
効
で
あ
る
と
い

う
。
病
死
の
３
割
、
外
因
死
の
９
割
で
死
因
を
推
定

で
き
る
と
い
う
。
ま
た
、
解
剖
が
で
き
な
い
場
合
で

も
、
Ａ
ｉ
で
死
因
を
特
定
す
る
有
用
情
報
が
得
ら
れ

る
。
細
か
い
骨
折
な
ど
、
通
常
の
解
剖
で
わ
か
り
に

く
い
変
化
も
検
出
で
き
る
し
、
ま
た
、
ペ
ー
ス
メ
ー

カ
ー
や
人
工
骨
頭
な
ど
の
存
在
も
わ
か
る
ほ
か
、
焼

死
の
性
別
の
判
定
で
性
別
判
定
が
難
し
い
場
合
も
、

死
体
検
案
と

検
案
依
頼
の
現
状

◆
理
事

毛
　
利
　
雅
　
彦
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女
性
で
は
子
宮
が
残
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
死
者
の
同

定
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

　
今
や
、
死
体
検
案
と
い
う
行
為
は
、
私
共
一
般
の

開
業
医
に
と
っ
て
も
、
身
近
な
医
療
行
為
の
ひ
と
つ

で
あ
り
、
こ
こ
ろ
し
て
対
応
す
べ
き
現
状
で
あ
る
。
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医
療
は
公
立
で
あ
れ
私
立
で
あ
れ
経
営
主
体
の
如

何
に
関
わ
ら
ず
公
的
な
も
の
で
あ
る
。
営
利
目
的
に

し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
医
療
法
で
規
定
さ
れ
て
い

る
。

　
医
療
法
人
制
度
は
医
療
事
業
の
経
営
主
体
が
、
経

営
と
家
計
を
明
確
に
分
離
し
、
医
療
事
業
の
非
営
利

性
を
損
な
う
こ
と
な
く
、
法
人
格
を
取
得
す
る
こ
と

に
よ
り
、
資
金
集
積
を
容
易
に
す
る
と
と
も
に
、
医

療
機
関
の
経
営
に
継
続
性
を
付
与
し
、
私
人
に
よ
る

医
療
機
関
の
経
営
困
難
を
緩
和
す
る
た
め
の
特
別
の

法
人
制
度
と
し
て
、
昭
和
25
年
の
医
療
法
改
正
で
設

け
ら
れ
た
。

　
医
療
法
人
は
、
医
療
事
業
の
経
営
を
主
た
る
目
的

と
し
て
る
が
、
一
方
、
剰
余
金
の
配
当
禁
止
に
よ
り

営
利
法
人
で
あ
る
こ
と
を
否
定
さ
れ
て
い
て
、
こ
の

点
で
商
法
上
の
会
社
（
株
式
会
社
等
）
と
も
区
別
さ

れ
て
い
る
。

　
医
療
法
人
は
、
営
利
法
人
と
公
益
法
人
の
中
間
法

人
と
も
い
わ
れ
、公
益
法
人
と
は
区
別
さ
れ
て
い
る
。

剰
余
金
の
配
当
の
禁
止
や
都
道
府
県
知
事
へ
の
決
算

等
の
届
出
義
務
と
い
っ
た
公
益
法
人
の
よ
う
な
規
制

が
あ
る
が
、
公
益
法
人
の
よ
う
に
税
制
上
の
さ
ま
ざ

ま
な
優
遇
は
な
い
。

　
し
か
し
医
療
法
人
は
出
資
持
ち
分
の
あ
る
社
員
に

よ
っ
て
所
有
さ
れ
て
い
る
。
所
有
と
は
何
か
。
川
島

武
宣
「
日
本
人
の
法
意
識
」（
岩
波
新
書
）
で
は
近

代
法
の
「
私
的
所
有
権
」
の
特
質
と
し
て
財
産
制
度

の
基
礎
な
い
し
中
核
が
「
私
的
所
有
権
」
で
あ
る
こ

と
、「
私
的
所
有
権
」
は
、客
体
に
対
す
る
全
包
括
的
・

絶
対
的
な
支
配
権
で
あ
り
、
有
る
か
無
い
か
の
ど
ち

ら
か
で
あ
る
こ
と
、「
私
的
所
有
権
」
の
存
在
は
観

念
的
・
論
理
的
に
決
定
さ
れ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
明
治
以
後
の
法
律
上
の
財
産
制
度
は
、「
近
代
的

所
有
権
」を
基
礎
と
す
る「
私
有
財
産
制
度
」で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
日
本
人
の
頭
の
中
は
昔
か
ら
違
っ
て

い
る
。
本
を
貸
し
た
ら
ま
ず
返
っ
て
こ
な
い
が
当
た

り
前
に
な
っ
て
い
る
。
も
ら
い
タ
バ
コ
も
そ
う
。
昔

か
ら
伝
来
し
た
財
産
制
度
の
意
識
が
、続
い
て
い
て
、

法
律
上
の
制
度
と
意
識
と
の
間
に
ず
れ
が
あ
る
。

　
資
本
主
義
で
は
所
有
が
絶
対
と
さ
れ
て
い
る
の

に
、
日
本
人
に
は
所
有
の
概
念
が
曖
昧
で
あ
る
。
山

本
七
平
は
、「
貞
永
式
目
」
の
「
悔
い
還
し
権
」
に

日
本
的
所
有
権
の
特
徴
を
み
て
い
る
。
親
が
「
所
領

（
領
地
）
を
子
息
に
譲
り
」
そ
し
て
幕
府
も
承
認
し
、

親
か
ら
息
子
へ
所
有
権
は
移
動
し
た
こ
と
に
な
っ
て

も
息
子
の
所
有
権
は
絶
対
で
は
な
い
。
親
も
幕
府
も

満
足
す
る
よ
う
に
運
営
し
な
け
れ
ば
、
親
は
こ
れ
を

後
悔
し
、
所
領
を
取
り
返
す
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ

が
「
悔
い
還
し
」
の
権
利
で
あ
る
。
資
本
主
義
的
所

有
権
に
お
け
る
自
由
度
は
無
限
大
で
あ
る
が
、
所
有

し
て
い
る
の
を
取
り
挙
げ
る
「
悔
い
還
し
権
」
の
あ

る
所
有
権
は
、
資
本
主
義
的
所
有
権
の
対
極
に
あ
る

も
の
で
あ
る
。

　
一
般
に
株
式
の
本
質
と
し
て
①
利
潤
証
券
と
②
支

配
証
券
の
２
つ
の
性
格
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
①

利
潤
証
券
は
配
当
請
求
権
と
し
て
の
側
面
で
あ
り
、

②
支
配
証
券
は
会
社
支
配
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
ほ
か
に
③
残
余
財
産
分
配
請
求
権
と
し
て

の
性
格
が
あ
り
、こ
れ
が
物
的
証
券
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
会
社
が
解
散
し
残
余
財
産
の
分
配
を
目
的
と

し
て
株
式
を
保
有
す
る
と
い
う
の
は
例
外
的
で
あ
り

一
般
的
で
は
な
い
。

　
医
療
法
人
で
は
配
当
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
た
め
持

ち
分
に
は
①
の
利
潤
証
券
の
面
は
な
い
。
医
療
法
人

に
よ
る
持
ち
分
は
、
医
療
経
営
を
す
る
権
利
で
②
の

支
配
証
券
と
し
て
の
役
割
も
現
実
に
は
あ
る
の
だ

医
療
法
人
の
承
継

◆
理
事

陣
　
内
　
重
　
三
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が
、
厳
密
に
は
持
ち
分
が
あ
っ
て
も
、
社
員
や
役
員

に
な
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
発
言
権
は
持
ち
分
の
多

寡
、
有
る
無
し
に
拘
わ
ら
ず
、
社
員
も
役
員
１
人
１

票
で
あ
る
。

　
た
だ
持
ち
分
に
つ
い
て
は
解
散
時
に
③
残
余
財
産

分
配
請
求
権
が
あ
る
た
め
財
務
省
は
医
療
法
人
発
足

以
来
、相
続
税
を
終
始
一
貫
し
て
掛
け
続
け
て
き
た
。

　
医
療
法
人
に
お
け
る
持
ち
分
は
、
医
療
経
営
を
す

る
権
利
で
あ
る
が
そ
れ
が
出
来
る
保
証
は
な
い
。
持

ち
分
を
放
棄
す
れ
ば
、
同
時
に
承
継
の
問
題
も
医
療

経
営
を
す
る
権
利
も
無
く
な
る
。

　
農
家
で
は
農
業
相
続
人
が
い
る
場
合
に
は
、
相
続

税
は
掛
か
る
が
納
税
猶
予
制
度
が
適
用
さ
れ
る
た

め
、実
質
的
に
相
続
税
は
ほ
と
ん
ど
課
税
さ
れ
な
い
。

医
療
法
人
も
農
家
の
よ
う
な
制
度
と
な
れ
る
か
、
あ

る
い
は
株
式
会
社
の
医
療
経
営
へ
の
参
入
は
反
対
だ

が
、
あ
え
て
誤
解
を
恐
れ
ず
申
し
上
げ
れ
ば
既
存
の

医
療
法
人
は
株
式
会
社
化
し
な
け
れ
ば
承
継
問
題
は

解
決
し
な
い
の
で
あ
る
。
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こ
の
８
月
５
日
の
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
に
お

い
て
、
政
府
提
出
の
「
医
療
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案
（
医
療
法
改
正
案
）」
が
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
、
新
た
に
「
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
」
制

度
が
創
設
さ
れ
た
。

　「
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
」
は
、
そ
も
そ
も
は

医
療
の
産
業
化
に
よ
る
効
率
追
求
を
眼
目
と
し
て
発

案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
２
０
１
３
年
８
月
の
第
19
回
社
会
保
障
制
度
改
革

国
民
会
議
で
議
論
が
始
ま
り
、
２
０
１
４
年
１
月
の

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
通
称
ダ
ボ
ス
会
議
）
で

安
倍
総
理
が
「
非
営
利 

Ｈ
Ｃ 

型
法
人
の
仕
組
み
を

使
っ
て
米
国
の
メ
イ
ヨ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
伍
す
る
大

規
模
医
療
事
業
体
を
創
る
」
こ
と
を
宣
言
し
た
こ
と

を
受
け
て
、
２
０
１
４
年
６
月
に
公
表
さ
れ
た
日
本

再
興
戦
略
改
訂
版
に
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
成
長
戦
略
の
具

体
策
の
１
つ
と
し
て
「
非
営
利
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
カ

ン
パ
ニ
ー
型
法
人
制
度
（
仮
称
）
の
創
設
」
が
盛
り

込
ま
れ
た
。

　
そ
の
後
、
と
っ
て
つ
け
た
よ
う
に
地
域
医
療
構
想

と
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
と
し
て
、
名
称
を
「
地
域
医
療
連
携

推
進
法
人
」
と
決
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
こ
の
法
人
は
、
同
一
医
療
圏
内
の
複
数
の
医
療
法

人
や
社
会
福
祉
法
人
な
ど
を
社
員
と
し
て
一
般
社
団

法
人
を
設
立
し
、
都
道
府
県
知
事
が
「
地
域
医
療
連

携
推
進
法
人
」
と
し
て
認
定
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て

お
り
、
グ
ル
ー
プ
内
で
病
床
の
機
能
分
化
の
た
め
の

病
床
の
再
配
分
、
医
師
・
看
護
師
の
再
配
置
な
ど
運

営
面
あ
る
い
は
医
薬
品
や
医
療
・
介
護
用
品
の
共
同

購
入
や
資
金
の
貸
付
な
ど
経
営
面
で
の
統
一
的
活
用

を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
新
た
な
医
療
法
人
制
度
が
、
地
域
の
医
療
資

源
の
有
効
的
か
つ
効
率
的
活
用
に
有
用
で
あ
る
こ
と

を
認
め
る
に
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
が
、
こ
れ
に
よ
り

中
小
民
間
医
療
法
人
の
地
域
医
療
提
供
体
制
の
中
で

の
存
続
が
脅
か
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
危
惧
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
こ
の
制
度
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
可
能
な

法
人
は
、一
部
の
大
規
模
民
間
医
療
法
人
を
除
け
ば
、

大
学
あ
る
い
は
国
立
病
院
機
構
や
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
な
ど
人

的
資
源
や
財
務
的
資
源
に
恵
ま
れ
た
公
的
あ
る
い
は

準
公
的
な
開
設
主
体
に
よ
る
法
人
に
限
ら
れ
、
そ
の

巨
大
グ
ル
ー
プ
内
で
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
や
関
連
事

業
者
あ
る
い
は
医
療
・
介
護
従
事
者
の
囲
い
込
み
の

結
果
、
地
域
医
療
・
介
護
領
域
に
お
け
る
独
占
体
制

を
招
き
、
開
設
者
の
独
自
の
理
念
で
運
営
し
て
き
た

民
間
の
中
小
医
療
法
人
は
地
域
医
療
提
供
体
制
か
ら

閉
め
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
中
小
民
間
医
療
法
人
が
、
こ
の
よ
う
な
体
制
の
も

と
で
将
来
に
わ
た
り
存
続
し
地
域
に
貢
献
し
て
い
く

た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
私
は
、「
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
」
の
よ
う
な

形
で
一
つ
の
法
人
と
し
て
経
営
統
合
す
る
の
で
は
な

く
、
複
数
の
法
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
理
念
を
独
自
に
保

ち
つ
つ
、
一
定
の
地
理
的
範
囲
ご
と
に
、
そ
の
地
域

に
存
在
す
る
法
人
間
で
協
調
的
調
整
を
行
う
こ
と
で

医
療
機
能
の
分
担
を
図
る
と
と
も
に
、
薬
品
や
医
療

用
器
材
の
購
入
あ
る
い
は
人
的
資
源
の
育
成
を
共
同

で
運
営
し
て
い
く
よ
う
な
緩
や
か
な
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

こ
そ
が
中
小
民
間
医
療
法
人
の
将
来
に
わ
た
る
存
続

を
可
能
に
す
る
一
つ
の
方
法
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
民
間
医
療
法
人
ど
う
し
で

の
協
調
的
連
携
こ
そ
が
、
法
人
開
設
者
お
よ
び
医
師

を
始
め
と
す
る
医
療
従
事
者
の
モ
ラ
ル
を
保
ち
、
効

率
的
か
つ
的
確
な
医
療
提
供
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

を
高
め
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
本
当
に
必
要
な
医
療

を
提
供
し
て
行
く
あ
り
方
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
」は

民
間
医
療
法
人
に
何
を
も
た
ら
す
か

◆
理
事

杉
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本
年
度
に
な
り
、
い
よ
い
よ
「
医
療
と
福
祉
の
一

体
改
革
」
が
本
格
化
し
た
。

　
そ
の
最
大
の
眼
目
は
「
地
域
医
療
構
想
」
の
実
現

と
、「
地
域
包
括
ケ
ア
」
の
構
築
で
あ
る
。

　
現
在
の
病
床
区
分
で
あ
る
一
般
と
療
養
の
２
種
の

病
床
群
を
、
高
度
急
性
、
急
性
、
回
復
期
、
慢
性
の

４
種
の
機
能
別
病
床
群
に
再
編
成
し
、
本
邦
の
高
齢

化
率
が
頂
点
と
な
る
10
年
後
に
お
け
る
各
都
道
府
県

で
必
要
な
４
種
の
病
床
数
を
算
出
し
、
そ
れ
を
基
礎

と
し
て
現
在
の
病
床
数
を
適
正
化
す
る
と
い
う
「
地

域
医
療
構
想
」
を
策
定
し
、
そ
し
て
、
医
療
、
介
護
、

在
宅
に
至
る
切
れ
目
の
な
い
「
地
域
包
括
ケ
ア
」
を

構
築
す
る
と
い
う
こ
の
施
策
に
つ
い
て
は
、
ご
周
知

の
こ
と
と
思
う
。

　
既
に
公
表
さ
れ
た
推
計
に
よ
る
と
、
大
都
市
圏
を

除
き
、
全
国
的
に
約
10
万
床
は
過
剰
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
病
床
の
適
正
化
と
は
、
即
ち
、
削
減
で

あ
る
。
な
か
で
も
、
少
子
化
と
人
口
流
出
の
影
響
で

病
床
過
剰
が
加
速
さ
れ
る
九
州
各
県
の
病
院
、
有
床

診
療
所
に
と
っ
て
、
地
域
医
療
構
想
に
よ
っ
て
そ
の

運
営
に
多
大
な
影
響
が
及
ぶ
の
は
必
至
と
考
え
ら
れ

る
。

　
今
秋
か
ら
、
福
岡
県
も
13
に
大
別
さ
れ
た
各
医
療

圏
に
「
地
域
医
療
構
想
調
整
会
議
」
が
設
置
さ
れ
、

各
医
療
圏
で
の
病
床
数
を
適
正
化
す
る
具
体
的
な
検

討
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
地
域
医
療
を
担
う
民
間
医
療
機
関
の
大
半
は
医
療

法
人
立
で
あ
り
、
そ
の
運
営
が
危
殆
に
瀕
す
る
こ
と

に
な
れ
ば
、
地
域
社
会
の
崩
壊
に
つ
な
が
る
由
々
し

き
事
態
で
あ
る
。

　
是
非
、
本
協
会
が
、
医
師
会
そ
し
て
各
医
療
団
体

と
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
、
民
間
医
療
機
関
へ
の
影
響

を
軽
減
し
、
地
域
医
療
を
堅
持
す
る
た
め
の
一
翼
と

な
る
た
め
に
、
本
会
の
先
生
方
の
ご
支
援
、
ご
提
言

を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

地
域
医
療
構
想
に
つい
て

◆
理
事

牟
　
田
　
和
　
男
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少
子
高
齢
化
に
よ
り
我
が
国
の
生
産
年
齢
人
口
が

縮
小
す
る
中
で
、
国
家
の
財
源
た
る
税
収
は
年
々
先

細
っ
て
い
る
。
一
方
、
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者

と
な
る
い
わ
ゆ
る
２
０
２
５
年
問
題
が
刻
一
刻
と
迫

り
、
社
会
保
障
費
、
と
り
わ
け
医
療
費
の
抑
制
に
よ

る
歳
出
削
減
は
も
は
や
国
家
の
最
大
の
課
題
と
な
っ

た
。
国
民
皆
保
険
制
度
始
ま
っ
て
以
来
の
医
療
大
改

革
時
代
の
到
来
で
あ
る
。

　
ご
存
じ
の
よ
う
に
一
般
病
床
に
つ
い
て
は
、
平
成

26
年
度
に
行
わ
れ
た
病
床
機
能
報
告
の
デ
ー
タ
を
も

と
に
各
都
道
府
県
に
て
地
域
医
療
構
想
が
策
定
さ
れ

る
わ
け
で
あ
る
が
、
精
神
科
病
床
に
つ
い
て
具
体
的

な
国
の
方
針
が
未
だ
語
ら
れ
な
い
の
は
我
々
に
と
っ

て
実
に
不
気
味
で
あ
る
。

　
一
般
病
床
は
、
高
度
急
性
期
、
急
性
期
、
回
復
期
、

慢
性
期
の
４
つ
の
区
分
だ
が
、
精
神
科
は
果
た
し
て

ど
の
よ
う
に
区
分
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
れ
ま
で
精
神
科
は
一
般
的
に
は
、
一
つ
の
病
院

で
急
性
期
、
回
復
期
、
慢
性
期
の
全
て
を
担
っ
て
き

た
。
よ
っ
て
、
こ
の
ど
れ
か
の
機
能
に
特
化
す
る
場

合
、
病
院
間
で
の
患
者
さ
ん
の
移
行
が
円
滑
に
進
む

の
か
大
い
に
疑
問
が
あ
る
。

　
特
に
精
神
科
医
療
は
主
治
医
交
代
に
敏
感
に
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
部
分
も
あ
り
、
患
者
側
に
と
っ
て
治

療
の
場
を
病
期
に
よ
っ
て
移
す
事
が
良
い
か
ど
う
か

は
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
。

　
だ
が
、
一
旦
動
き
出
し
た
改
革
の
波
は
止
ま
ら
な

い
。
精
神
科
に
お
い
て
も
一
般
病
床
と
同
じ
く
在
宅

中
心
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
へ
の
参
加
が
求
め

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、そ
の
中
で
懸
念
さ
れ
る
の
は
、

い
わ
ゆ
る
社
会
的
入
院
と
言
わ
れ
る
６
万
人
程
度
の

患
者
さ
ん
が
地
域
で
生
活
す
る
受
け
皿
が
な
い
と
い

う
こ
と
だ
。
国
の
精
神
保
健
福
祉
改
革
ビ
ジ
ョ
ン
は

地
域
で
患
者
さ
ん
を
支
え
る
方
針
だ
が
、
受
け
入
れ

可
能
な
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
は
圧
倒
的
に
不
足
し
て

い
る
。
精
神
疾
患
へ
の
偏
見
も
ま
だ
ま
だ
多
く
、
地

域
住
宅
地
へ
の
設
置
は
敷
居
が
高
く
、
よ
う
や
く
採

算
度
外
視
で
精
神
科
病
院
が
近
隣
に
て
細
々
と
運
営

し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
国
は
精
神
科
病
院
開
設
ラ
ッ
シ
ュ
の
昭
和
30
年
代

以
降
、
精
神
疾
患
患
者
の
収
容
主
義
を
容
認
し
て
き

た
。
精
神
科
改
革
ビ
ジ
ョ
ン
は
そ
の
反
省
の
中
で
語

ら
れ
た
も
の
と
私
は
理
解
し
て
い
る
。そ
れ
な
ら
ば
、

国
家
的
に
地
域
へ
の
展
開
に
向
け
て
多
く
の
受
け
皿

を
つ
く
り
、
精
神
科
医
療
へ
の
積
極
的
サ
ポ
ー
ト
が

必
要
と
考
え
る
の
は
至
極
当
然
と
思
わ
れ
る
。
今
後

は
こ
の
方
面
に
つ
い
て
国
の
積
極
的
関
与
と
精
神
科

医
療
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

精
神
科
医
療
大
改
革
に
向
け
て

～
国
の
積
極
的
関
与
の
必
要
性
～

◆
理
事

三
野
原
　
義
　
光
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今
年
米
国
球
界
か
ら
２
人
の
投
手
が
帰
っ
て
き

た
。
一
人
は
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
の
松
坂

大
輔
。
も
う
一
人
は
広
島
東
洋
カ
ー
プ
の
黒
田
博
樹

で
あ
る
。
復
帰
の
条
件
は
松
坂
が
３
年
12
億
円
、
黒

田
が
単
年
４
億
円
プ
ラ
ス
出
来
高
で
、
１
年
当
た
り

の
年
俸
は
２
人
ほ
ぼ
同
じ
。
し
か
し
今
置
か
れ
て
い

る
状
況
は
全
く
違
う
。

　
松
坂
は
オ
ー
プ
ン
戦
で
少
し
投
げ
た
だ
け
で
公
式

戦
で
は
１
軍
は
お
ろ
か
２
軍
で
す
ら
１
イ
ニ
ン
グ
も

投
げ
て
お
ら
ず
、
フ
ァ
ン
か
ら
「
給
料
泥
棒
」
と
罵

ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
黒
田
は
７
月
28
日
現
在

（
原
稿
締
切
ぎ
り
ぎ
り
に
書
い
て
い
る
の
が
ば
れ
る

が
）、
７
勝
４
敗
で
防
御
率
2.58
と
ま
ず
ま
ず
の
成
績
。

広
島
で
行
わ
れ
た
オ
ー
ル
ス
タ
ー
第
２
戦
で
先
発
も

し
た
。
メ
ジ
ャ
ー
球
団
の
21
億
円
と
も
い
わ
れ
た
条

件
提
示
を
蹴
り
、
メ
ジ
ャ
ー
で
過
去
に
13
人
し
か
達

成
し
て
い
な
い
全
30
球
団
勝
利
と
い
う
大
記
録
達
成

（
デ
ト
ロ
イ
ト
タ
イ
ガ
ー
ス
に
対
し
て
だ
け
未
勝
利
）

も
捨
て
て
戻
っ
て
き
た
だ
け
に
、そ
の
「
男
気
」（
今

年
の
流
行
語
大
賞
に
選
ば
れ
る
か
）
に
注
目
が
集

ま
っ
て
い
る
。

　
か
く
も
対
照
的
な
２
人
で
あ
る
が
そ
れ
以
前
の
経

歴
も
結
構
対
照
的
で
あ
る
。松
坂
は
横
浜
高
校
時
代
、

「
平
成
の
怪
物
」
と
呼
ば
れ
３
年
時
に
甲
子
園
春
夏

連
覇
。
夏
の
大
会
の
決
勝
戦
で
は
ノ
ー
ヒ
ッ
ト
ノ
ー

ラ
ン
を
や
っ
て
の
け
た
。
ド
ラ
フ
ト
１
位
で
西
武
ラ

イ
オ
ン
ズ
に
入
団
し
１
年
目
か
ら
16
勝
を
挙
げ
て
新

人
王
。
そ
の
後
も
エ
ー
ス
と
し
て
活
躍
し
、
最
多

勝
、
最
優
秀
防
御
率
、
沢
村
賞
な
ど
の
タ
イ
ト
ル
を

獲
得
、Ｗ
Ｂ
Ｃ
で
は
２
大
会
続
け
て
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
輝
き
、

２
０
０
７
年
鳴
り
物
入
り
（
移
籍
金
は
当
時
の
レ
ー

ト
で
約
60
億
円
と
い
わ
れ
た
）
で
ボ
ス
ト
ン
レ
ッ
ド

ソ
ッ
ク
ス
に
移
籍
し
た
。
か
た
や
黒
田
は
上
宮
高
校

時
代
は
補
欠
（
３
番
手
投
手
）
で
公
式
戦
の
登
板
は

な
し
。野
球
を
あ
き
ら
め
か
け
た
が
、も
う
一
度
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
そ
れ
で
も
駄
目
な
ら
諦
め
よ
う
と
専
修

大
学
に
進
学
し
、
そ
こ
で
よ
う
や
く
才
能
が
開
花
し

て
、
ド
ラ
フ
ト
２
位
で
広
島
入
団
。
そ
こ
か
ら
も
す

ぐ
に
大
活
躍
と
は
行
か
な
か
っ
た
が
、
５
年
目
に
12

勝
を
挙
げ
て
か
ら
は
、
主
力
と
し
て
活
躍
す
る
よ
う

に
な
り
、
松
坂
か
ら
１
年
遅
れ
の
２
０
０
８
年
Ｆ
Ａ

権
を
行
使
し
て
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
ド
ジ
ャ
ー
ス
に
移
籍

し
た
。

　
メ
ジ
ャ
ー
移
籍
以
降
、
松
坂
は
15
勝
、
18
勝
と
さ

す
が
の
活
躍
を
見
せ
る
が
、
３
年
目
以
降
は
け
が
と

の
戦
い
と
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
一
方
黒
田
は

打
球
が
頭
を
直
撃
し
長
期
離
脱
し
た
こ
と
が
１
度

あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
外
で
は
毎
年
シ
ー
ズ
ン
を
通
し

て
投
げ
続
け
、
名
門
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ヤ
ン
キ
ー
ス
に

お
い
て
も
エ
ー
ス
格
の
扱
い
を
受
け
て
い
た
。

　
対
照
的
な
野
球
人
生
を
歩
ん
で
来
た
２
人
が
対
照

的
に
評
価
が
逆
転
し
て
し
ま
っ
た
原
因
は
ど
こ
に
あ

る
の
か
。
そ
れ
は
黒
田
流
に
言
う
と「
ア
ジ
ャ
ス
ト
」

す
る
力
だ
ろ
う
か
。
松
坂
は
メ
ジ
ャ
ー
の
練
習
方
法

に
な
じ
め
ず
に
自
分
の
や
り
方
を
通
そ
う
と
し
た
。

黒
田
は
「
郷
に
入
っ
て
は
郷
に
従
え
」
を
貫
い
た
。

　
先
日
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
の
王
会
長
と
会
食

す
る
機
会
が
あ
り
、
思
い
切
っ
て
松
坂
の
事
を
訊
い

て
み
た
。
す
る
と
、「
メ
ジ
ャ
ー
の
傾
斜
が
き
つ
く

堅
い
マ
ウ
ン
ド
に
合
わ
せ
よ
う
と
フ
ォ
ー
ム
を
変
え

た
こ
と
で
肩
や
肘
に
負
担
を
か
け
て
し
ま
っ
た
。
今

度
は
日
本
の
マ
ウ
ン
ド
に
合
わ
せ
よ
う
と
フ
ォ
ー
ム

を
調
整
し
て
い
る
が
上
手
く
い
っ
て
い
な
い
」
と
の

事
で
あ
っ
た
。
黒
田
も
条
件
は
同
じ
は
ず
だ
が
メ

ジ
ャ
ー
で
も
日
本
で
も
そ
こ
そ
こ
結
果
を
残
し
て
い

る
こ
と
を
考
え
れ
ば
や
は
り
耐
え
な
が
ら
調
整
す
る

雪
に
耐
え
て
梅
花
麗
し

◆
理
事

佐
　
田
　
正
　
之
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能
力
が
違
う
の
だ
ろ
う
。

　「
雪
に
耐
え
て
梅
花
麗
し
」（
梅
の
花
は
冬
の
厳
し

い
寒
さ
に
耐
え
る
こ
と
で
春
に
美
し
く
咲
く
）
は
黒

田
の
座
右
の
銘
で
あ
る
が
、
見
事
に
黒
田
の
野
球
人

生
を
表
現
し
て
い
る
。
中
小
の
民
間
病
院
の
置
か
れ

て
い
る
環
境
も
寒
さ
厳
し
い
冬
の
よ
う
で
あ
る
。
今

後
寒
さ
は
さ
ら
に
厳
し
さ
を
増
す
と
予
想
さ
れ
る

が
、
黒
田
の
よ
う
に
ア
ジ
ャ
ス
ト
能
力
を
発
揮
し
て

何
と
か
耐
え
て
い
れ
ば
、
春
を
迎
え
て
花
を
咲
か
せ

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
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福
岡
市
の
「
平
成
25
年
市
民
局
　
区
政
課
　
統
計

デ
ー
タ
」
に
よ
り
ま
す
と
、
福
岡
市
に
登
録
さ
れ
て

い
る
在
住
外
国
人
の
総
数
は
２
５
，９
６
３
人
で
あ

り
、
ま
た
観
光
な
ど
で
福
岡
市
を
訪
れ
る
外
国
人
の

方
々
を
含
め
る
と
90
万
人
以
上
の
方
が
来
福
さ
れ
て

お
り
年
々
増
加
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
今
後
、
色
々
な
事
故
や
災
害
、
ま
た
突
然
の
病
気

な
ど
で
病
院
を
緊
急
に
受
診
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

外
国
人
患
者
は
さ
ら
に
増
え
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま

す
。協
会
会
員
の
皆
様
の
病
院
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

こ
の
よ
う
に
今
ま
で
以
上
に
多
く
の
外
国
人
患
者
が

救
急
車
等
で
搬
送
さ
れ
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

た
め
、
医
療
を
必
要
と
す
る
全
て
の
患
者
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
体
制
の
整
備
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
福
岡
記
念
病
院
で
は
、
平
成
24
年
８
月
に
海
外
事

業
の
一
環
と
し
て
タ
イ
の
「
バ
ン
コ
ク
病
院
」
と
ス

タ
ッ
フ
の
現
地
視
察
や
医
師
・
看
護
師
の
研
修
、
患

者
の
受
入
れ
な
ど
を
目
的
と
し
て
業
務
提
携
を
結
ん

で
お
り
ま
す
。
ま
た
昨
年
は
韓
国
の「
ヤ
ン
ジ
病
院
」

と
も
同
様
の
業
務
提
携
を
結
ぶ
目
的
で
４
名
の
医
師

が
病
院
見
学
に
来
院
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
海

外
の
病
院
と
の
提
携
に
よ
り
、
外
国
か
ら
訪
れ
て
当

院
で
の
受
診
を
希
望
す
る
場
合
や
、
福
岡
市
近
辺
に

在
住
さ
れ
て
い
る
外
国
の
方
々
が
受
診
を
希
望
す
る

場
合
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
外
国
人
患
者
が
安
全
且
つ
安
心

し
て
医
療
を
受
け
て
い
た
だ
く
た
め
の
取
り
組
み
と

し
て
医
療
機
関
の
体
制
整
備
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
当
院
に
お
い
て
も
体
制
を
整
備
す
べ
く

◆
「
厚
生
労
働
省
　
外
国
人
医
師
臨
床
修
練
指
定
病

院
」

◆
「
国
際
厚
生
事
業
団
　
経
済
連
携
協
定
に
基
づ
く

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
・
ベ
ト
ナ
ム

人
外
国
人
看
護
師
候
補
者
受
け
入
れ
医
療
機
関
」

◆
「
日
本
医
療
教
育
財
団
　
外
国
人
患
者
受
入
れ
医

療
機
関
」

と
そ
れ
ぞ
れ
の
指
定
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
現
在

10
数
名
の
外
国
人
の
医
師
、
看
護
師
、
准
看
護
師
、

看
護
補
助
者
が
勤
務
し
て
い
る
た
め
、
院
内
で
は
英

語
、
韓
国
語
、
中
国
語
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
、
タ
ガ

ロ
グ
語
、
ネ
パ
ー
ル
語
、
イ
ン
ド
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、

イ
タ
リ
ア
語
な
ど
様
々
な
言
語
が
通
用
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
福
岡
市
は
国
家
戦
略
特
区
に
指
定
さ
れ
、「
グ
ロ
ー

バ
ル
創
業
・
雇
用
創
出
特
区
」
と
し
て
、
創
業
の

支
援
と
雇
用
の
創
出
に
取
り
組
む
と
さ
れ
て
お
り
、

益
々
外
国
人
の
方
が
増
え
て
き
ま
す
。

M
em

b
ers of association

 , let`s p
rep

are for 

support

！

協
會
會
員
的
大
家
，
為
早
眼
體
制
整
備
！

협
회
회
원
의 

여
러
분, 

조
금 

일
찍 

체
제
정
비
를
！

（
協
会
会
員
の
皆
様
、
早
目
に
体
制
整
備
を
！
）

外
国
人
患
者
受
け
入
れ

へ
の
取
り
組
み

◆
理
事

黒
　
田
　
康
　
夫
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こ
の
度
、
福
岡
県
医
療
法
人
協
会
の
監
事
を
仰
せ

つ
か
り
ま
し
た
、
戸
畑
共
立
病
院
の
院
長
の
下
河
辺
　

正
行
で
す
。
私
設
病
院
の
高
名
な
経
営
者
の
先
生
方

の
、い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
を
伺
う
こ
と
が
出
来
れ
ば
、

私
の
の
こ
り
少
な
い
管
理
者
と
し
て
の
活
動
に
参
考

に
な
る
と
考
え
お
引
き
受
け
し
ま
し
た
。

　
福
岡
県
医
療
法
人
協
会
は
１
９
８
３
年
９
月
に
、

県
民
医
療
の
向
上
と
医
療
法
人
で
あ
る
私
設
医
療
機

関
の
永
続
を
期
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ

れ
た
と
の
こ
と
で
す
。
福
岡
県
の
医
療
法
人
数
は
、

２
０
１
１
年
３
月
時
点
で
２
，４
８
２
、
財
団
法
人

立
が
９
、
社
団
法
人
立
が
２
，４
７
３
、
そ
の
中
で

持
分
の
な
い
特
定
医
療
法
人
が
19
、
社
会
医
療
法
人

が
８
だ
そ
う
で
す
。

　
福
岡
県
の
病
院
名
簿
を
見
ま
す
と
、
２
０
１
５

年
４
月
時
点
で
、
病
院
数
は
４
６
２
、
病
床
数
は

８
６
，０
２
５
床
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
ど

れ
だ
け
の
病
院
が
医
療
法
人
協
会
に
加
盟
し
て
い
る

か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
こ
の
８
６
，０
２
５
床
を
巡 

り
、
こ
れ
か
ら
地
域
医
療
構
想
に
沿
っ
て
病
床
機
能

の
検
討
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
は
地
域
医
療
を
揺
る

が
す
可
能
性
の
あ
る
大
変
な
変
化
で
す
。

　
総
務
省
の
デ
ー
タ
に
よ
り
ま
す
と
近
年
の
救
急
自

動
車
に
よ
る
医
療
機
関
種
別
搬
送
人
員
の
状
況
で

は
、
55
％
強
の
人
が
民
間
の
私
的
医
療
機
関
に
運
ば

れ
て
い
ま
す
。
救
急
車
搬
送
に
よ
る
救
急
患
者
の
半

分
以
上
が
私
設
の
医
療
法
人
立
の
病
院
に
運
ば
れ
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
高
齢
化
社
会
の
地
域
医
療

を
考
え
る
時
、
救
急
体
制
の
維
持
が
必
須
で
す
。
こ

の
病
院
機
能
が
壊
れ
る
と
地
域
の
救
急
医
療
が
崩
壊

す
る
の
で
は
と
心
配
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
を
考
え
る
う
え
で
地
域
医
療
構
想
も
大
事
で

す
が
、
地
域
の
過
疎
化
が
一
番
の
問
題
の
よ
う
に
感

じ
ま
す
。医
療
環
境
の
充
実
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
は
、

過
疎
地
に
な
り
ま
す
。
今
ま
で
大
学
病
院
の
医
局
が

そ
れ
を
補
充
し
て
、
地
域
を
守
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
臨
床
研
修
医
制
度
が
で
き
、
大
学
病
院
が
、
地

域
に
医
師
を
派
遣
す
る
機
能
が
低
下
し
て
い
ま
す
。

一
部
の
大
学
と
そ
の
大
学
病
院
の
医
局
に
、
医
師
が

偏
在
・
一
極
集
中
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
研

修
指
定
病
院
の
地
域
ご
と
の
研
修
医
の
定
数
を
み
て

も
同
様
の
こ
と
が
起
き
て
い
ま
す
。
福
岡
都
市
圏
は

人
口
も
研
修
医
も
集
中
し
て
お
り
、
偏
在
・
一
極
集

中
し
た
状
態
で
す
。
こ
う
い
う
問
題
を
、
大
学
病
院

の
管
轄
で
あ
る
文
部
科
学
省
や
九
州
厚
生
局
が
検
討

し
た
と
い
う
話
は
ほ
と
ん
ど
聞
き
ま
せ
ん
。

　
地
域
医
療
構
想
で
は
、ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
だ
さ
れ
、

様
々
な
検
討
会
が
始
ま
り
ま
す
が
、
色
々
な
地
域
の

特
性
が
あ
り
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
も
の
や
、

今
後
の
人
口
の
推
計
だ
け
で
ま
と
ま
る
も
の
で
は
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地
域
に
医
師
が
い
な
く
な
る

と
地
域
医
療
は
崩
壊
し
、
地
域
は
過
疎
化
し
ま
す
。

そ
ん
な
危
機
意
識
の
な
い
中
、
将
来
を
考
え
る
検
討

の
場
が
、
開
か
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
偏
在
や
一
極
集
中
の
原
因
は
都
会
の
利
便
性
や
居

住
性
・
教
育
水
準
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
対
応
は
難

し
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
偏
在
・
一
極
集

中
の
是
正
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
検
討
が
行
わ
れ
な

け
れ
ば
、地
域
と
地
域
医
療
が
崩
壊
し
て
い
き
ま
す
。

県
民
医
療
の
向
上
を
考
え
た
時
、
福
岡
県
医
療
法
人

協
会
の
目
的
で
も
あ
る
、
私
設
医
療
機
関
の
永
続
を

目
指
し
た
取
り
組
み
や
か
じ
取
り
が
、
重
要
に
な
る

の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

役
員
就
任
に
あ
た
っ
て
ひ
と
こ
と

（
偏
在
と
一
極
集
中
）

◆
監
事

下
河
辺
　
正
　
行
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こ
の
度
、
監
事
の
大
役
を
ご
指
名
い
た
だ
き
ま
し

た
、
公
認
会
計
士
、
税
理
士
の
篠

し
の
は
ら
た
か
し

原
俊
と
申
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
私
は
開
業
以
来
長
く
医
療
機
関
の
皆
様
と
お
付
き

合
い
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
平
成
24
年
６
月

よ
り
公
益
財
団
法
人
福
岡
県
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

及
び
福
岡
県
医
師
信
用
組
合
の
監
事
を
さ
せ
て
頂
く

な
ど
、
福
岡
県
医
師
会
様
と
も
関
係
が
深
く
な
り
ま

し
た
。
そ
の
よ
う
な
ご
縁
も
あ
っ
て
の
今
回
の
ご
指

名
か
と
拝
察
い
た
し
ま
す
が
、
一
般
社
団
法
人
に
お

け
る
監
事
の
役
割
は
「
理
事
の
職
務
執
行
を
監
査
す

る
」
と
な
っ
て
お
り
、
改
め
て
役
職
の
重
さ
を
真
摯

に
受
け
止
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
医
療
法
人
を
取
り
巻
く
環
境
は
常
に
変
化
し

て
お
り
、
今
回
の
「
医
療
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案
」
も
国
会
へ
提
出
さ
れ
、
近
い
う
ち
に
改
正
案

が
成
立
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
法
律
案
要
綱
に
お
け
る
改
正
の
趣
旨
に
は
「
医
療

機
関
相
互
間
の
機
能
の
分
担
及
び
業
務
の
連
携
を
推

進
す
る
た
め
、
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
の
認
定
制

度
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
医
療
法
人
に
つ
い
て
、

貸
借
対
照
表
等
に
係
る
公
認
会
計
士
等
に
よ
る
監

査
、
広
告
等
に
係
る
規
定
及
び
分
割
に
係
る
規
定
を

整
備
す
る
等
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
」
と
さ
れ
て
お

り
、
医
療
法
人
に
お
い
て
は
経
営
の
透
明
性
の
確
保

及
び
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
に
対
す
る
措
置
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、「
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準

に
該
当
す
る
医
療
法
人
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
会
計
基
準
（
公
益
法
人
会
計
基
準
に
準
拠
し
た
も

の
を
予
定
）
に
従
い
、
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算

書
を
作
成
し
、
公
認
会
計
士
等
に
よ
る
監
査
、
広
告

を
実
施
す
る
」、「
そ
の
役
員
と
特
殊
の
関
係
が
あ
る

事
業
者
と
の
取
引
の
状
況
に
関
す
る
報
告
書
を
作
成

し
、
都
道
府
県
知
事
に
届
出
る
」、
ま
た
「
医
療
法

人
に
対
す
る
、
理
事
の
忠
実
義
務
、
任
務
懈
怠
時
の

損
害
賠
償
責
任
等
を
規
定
し
、
理
事
会
の
設
置
、
社

員
総
会
の
決
議
に
よ
る
役
員
の
選
任
等
に
関
す
る
所

要
の
規
定
を
整
備
す
る
」
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
会
社
法
に
お
け
る
会
社
を
規
律
す
る
仕

組
を
医
療
法
人
へ
持
ち
込
ん
だ
形
と
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
会
計
情
報
の
内
部
外
部
双
方
に
お
け
る
有
用

性
の
確
保
、
医
療
事
業
の
継
続
性
を
制
度
上
の
仕
組

と
し
て
支
援
す
る
と
い
っ
た
目
的
に
対
し
積
極
的
な

意
義
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
度
の

監
事
職
を
遂
行
す
る
上
で
も
、
こ
れ
ら
の
改
正
に
対

す
る
理
解
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
２
年
の
任
期
期
間
に
お
い
て
、
一
般
社

団
法
人
福
岡
県
医
療
法
人
協
会
並
び
に
各
会
員
の
皆

様
へ
、
監
事
と
い
う
立
場
か
ら
で
は
あ
り
ま
す
が
貢

献
で
き
ま
す
よ
う
尽
力
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

監
事
に
就
任
し
て

◆
監
事

篠
　
原
　
　
　
俊





特　別　講　演

「病床機能報告制度をふまえた病院経営のあり方」
　

平成27年5月16日（土）

一般社団法人　　　　　　　　　

福岡県医療法人協会



― 18 ―

平成27年度一般社団法人福岡県医療法人協会総会シリーズ特集

○
杉
専
務
理
事
　
そ
れ
で
は
、
定
刻
を
過
ぎ
て
お
り

ま
す
。
た
だ
い
ま
よ
り
一
般
社
団
法
人
福
岡
県
医
療

法
人
協
会
、
日
本
医
療
法
人
協
会
福
岡
県
支
部
の
平

成
27
年
度
総
会
に
お
き
ま
す
特
別
講
演
会
を
始
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
司
会
の
私
は
福
岡
県
医
療
法
人
協
会
理
事
の
杉
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
会
に
先
立
ち
ま
し
て
、
新
た
に
会
長
に
選

出
さ
れ
ま
し
た
鬼
塚
先
生
よ
り
ご
挨
拶
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

○
鬼
塚
会
長
　
こ
ん
に
ち
は
。
先
ほ
ど
の
役
員
会
、

総
会
に
お
き
ま
し
て
会
長
に
指
名
さ
れ
ま
し
た
鬼
塚

と
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
医
療
法
人
協
会
は
、
昭
和
58
年
に
設
立
さ
れ
ま
し

て
、昭
和
60
年
に
社
団
法
人
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
、

平
成
26
年
４
月
１
日
よ
り
一
般
社
団
法
人
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
前
会
長
の
大
塚
先
生
は
、
福
岡
県
医
療

法
人
協
会
が
設
立
さ
れ
る
５
年
前
、
昭
和
53
年
に
日

本
医
療
法
人
協
会
の
理
事
に
就
任
さ
れ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
福
岡
県
医
療
法
人
協
会
で
は
、
昭
和
61
年
よ

り
監
事
、
理
事
長
を
務
め
ら
れ
、
平
成
10
年
か
ら
今

日
ま
で
実
に
17
年
に
わ
た
り
会
長
を
務
め
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
私
が
理
事
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
平
成
10

年
に
は
、
大
塚
先
生
は
既
に
会
長
歴
７
年
と
い
う
こ

と
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
福
岡
県
医
療
法
人

協
会
は
大
塚
先
生
な
く
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
功
績
に
よ
り
、
今
後
も
引
き
続
い

て
ご
指
導
を
賜
り
た
く
、
先
ほ
ど
大
塚
先
生
に
名
誉

会
長
に
就
任
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
と
も
医

療
法
人
協
会
、
ま
た
加
盟
の
各
法
人
の
ご
指
導
を
賜

り
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。
私
、
一
般
的
に

は
若
輩
で
は
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
大
塚
会
長
に

比
べ
ま
し
て
相
当
若
輩
で
力
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
微

力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
新
会
長
ほ
や
ほ
や
で
ご
ざ

い
ま
す
け
れ
ど
も
、
精
い
っ
ぱ
い
頑
張
っ
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
挨
拶
が
少
し
長
く
な
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
き
ょ

う
は
長
英
一
郎
先
生
に
ま
こ
と
に
時
期
を
得
た
お
話

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
様
、
き
ょ
う
は
多
数
お

い
で
い
た
だ
き
ま
し
て
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
で
は
、
座
長
の
佐
田
先
生
よ
り
、
講
師
の
紹
介
等

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
佐
田
座
長
　
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
私
は
医
療

法
人
協
会
の
理
事
を
し
て
お
り
ま
す
佐
田
病
院
の
佐

田
と
申
し
ま
す
。
本
日
は
座
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
き
ょ
う
の
演
者
の
長
先
生
で
す
け
れ
ど
も
、
昨
年

９
月
に
陣
内
先
生
が
全
日
本
病
院
学
会
in
福
岡
を
福

岡
で
開
催
さ
れ
ま
し
て
、
そ
の
と
き
の
ラ
ン
チ
ョ
ン

セ
ミ
ナ
ー
を
私
は
聞
き
に
行
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
西

部
ガ
ス
が
主
催
し
た
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
だ
っ
た

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
非
常
に
満
員
御
礼
で
ご
ざ
い
ま

し
て
、
私
、
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
ご
飯
抜
き
で

聞
い
た
の
は
初
め
て
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぐ
ら

い
満
員
御
礼
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
長
先
生
は
非
常
に

医
療
現
場
を
よ
く
知
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
公
認

会
計
士
の
方
な
の
に
よ
く
医
療
の
現
場
を
知
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
な
と
い
う
こ
と
で
私
も
感
銘
を
受
け
ま

し
て
、
今
回
大
塚
先
生
に
頼
み
ま
し
て
き
ょ
う
の
講

演
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
非
常
に

タ
イ
ム
リ
ー
な
「
病
床
機
能
報
告
制
度
を
ふ
ま
え
た

病
院
経
営
の
あ
り
方
」
と
い
う
こ
と
で
講
演
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
簡
単
に
先
生
の
略
歴
を
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
平
成
９
年
に
中
央
大
学
商
学

部
を
卒
業
さ
れ
ま
し
て
、
平
成
12
年
に
公
認
会
計

士
、
平
成
24
年
に
東
日
本
税
理
士
法
人
社
員
、
パ
ー

ト
ナ
ー
に
就
任
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
著
書
や
文
献

等
々
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
割
愛
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
先
生
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
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皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
き
の
う
長
崎
に
お
り
ま
し

て
、
長
崎
に
２
日
間
お
り
ま
し
て
、
そ
れ
で
東
京
に

一
旦
帰
っ
て
、
き
ょ
う
福
岡
に
来
ま
し
て
、
あ
し
た

も
福
岡
に
い
る
ん
で
す
が
、
き
ょ
う
、
あ
し
た
と
講

演
と
い
う
こ
と
で
、
き
ょ
う
は
病
床
機
能
報
告
を

テ
ー
マ
と
し
た
お
話
で
す
。
き
ょ
う
は
お
手
元
に
資

料
が
１
部
あ
る
と
思
う
ん
で
す
が
、
基
本
的
に
は
そ

れ
を
も
と
に
お
話
を
い
た
し
ま
す
。
一
部
追
加
し
て

い
る
資
料
も
あ
る
と
は
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ

の
と
き
に
は
写
真
と
か
を
撮
っ
て
い
た
だ
い
て
全
然

構
い
ま
せ
ん
の
で
、iPhone

等
で
撮
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。（
資
料
映
写
）

　

こ
ち
ら
に
あ
る
写
真
は
、
隣
の
佐
賀
県
に
織
田
病

院
と
い
う
病
院
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
ち
ら
の

ゆ
う
あ
い
ビ
レ
ッ
ジ
と
い
う
老
健
の
デ
イ
ケ
ア
の
写

真
で
す
。
職
員
た
ち
と
一
緒
に
見
学
と
い
う
か
、
施

設
体
験
を
し
た
と
き
の
写
真
に
な
り
ま
す
。
織
田
病

院
の
ゆ
う
あ
い
ビ
レ
ッ
ジ
も
そ
う
な
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
今
回
の
介
護
報
酬
改
定
の
影
響
を
受
け
て
か
な

り
対
策
に
追
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
せ
っ
か
く
介

護
報
酬
改
定
が
こ
の
前
あ
っ
た
ば
か
り
で
す
の
で
、

そ
の
後
の
各
医
療
法
人
の
対
応
み
た
い
な
お
話
も
し

た
い
な
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

早
速
で
す
が
、
こ
ち
ら
の
資
料
か
ら
で
す
。
一
部

字
を
ち
ょ
っ
と
変
え
て
い
ま
す
。「
地
域
医
療
抗
争
」

と
い
う
こ
と
で
、「
抗
争
」
と
い
う
の
は
、
こ
れ
か

ら
話
し
合
い
と
い
う
協
議
の
場
で
本
当
に
話
し
合
い

が
で
き
る
の
か
と
い
う
の
が
疑
問
だ
な
と
い
う
こ
と

で
、
ち
ょ
っ
と
字
を
変
え
て
み
た
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
30
年
の
４
月
と
い
う
の
は
や
っ
ぱ
り
大
き
な
山

場
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
30
年
の
４
月
に
は
３
つ

大
き
な
出
来
事
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
１
つ
目
と
し
て

は
、
診
療
報
酬
と
介
護
報
酬
の
同
時
改
定
が
あ
り
ま

す
。
２
つ
目
と
し
て
あ
る
の
が
医
療
計
画
の
見
直
し

と
い
う
こ
と
で
、
福
岡
県
も
そ
う
な
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
５
年
に
１
回
見
直
し
に
な
っ
て
、
30
年
の
４
月

が
こ
の
医
療
計
画
の
見
直
し
と
い
う
こ
と
で
、
ベ
ッ

ド
の
数
と
い
う
も
の
が
こ
こ
ま
で
で
整
理
が
つ
い
て

く
る
だ
ろ
う
と
。
福
岡
県
は
ご
存
じ
の
と
お
り
医
療

費
が
た
く
さ
ん
か
か
っ
て
い
る
県
で
、
入
院
医
療
費

は
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
で
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
か
ら
、
ベ
ッ
ド
の
削
減
、
そ
れ
か
ら
入
院
医
療
費

を
初
め
と
し
た
医
療
費
の
削
減
と
い
う
も
の
は
、
ほ

か
の
都
道
府
県
と
比
べ
て
か
な
り
厳
し
目
に
や
ら
な

い
と
国
の
方
が
納
得
し
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う

の
が
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
し
て
、
30
年
の
４
月
の
３

つ
目
と
し
て
あ
る
の
が
療
養
病
床
の
再
編
と
い
う
こ

と
で
す
。
療
養
病
床
は
介
護
療
養
病
床
と
医
療
療
養

「
病
床
機
能
報
告
制
度
を
ふ
ま
え
た
病
院
経
営
の
あ
り
方
」

公認会計士

長　　英一郎 氏
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病
床
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
介
護
療
養
病
床
に
関

し
て
は
30
年
の
３
月
末
を
も
っ
て
廃
止
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
し
、医
療
療
養
病
床
に
関
し
て
も
、

療
養
病
棟
入
院
基
本
料
１
と
２
と
い
う
ふ
う
に
２
種

類
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
療
養
病
棟
入
院
基
本
料
２

に
関
し
て
も
30
年
の
３
月
末
を
も
っ
て
廃
止
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
経
過
措
置
で
廃
止
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
療
養
病

棟
入
院
基
本
料
２
の
医
療
機
関
と
い
う
の
が
、
医
療

区
分
１
の
方
が
た
く
さ
ん
入
院
さ
れ
て
い
る
病
棟
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
、ま
さ
に
こ
れ
が
、

先
日
厚
生
労
働
省
の
ほ
う
が
医
療
区
分
１
の
方
の
う

ち
７
割
は
在
宅
で
診
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
ふ
う
に

言
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
意
味
で
は

こ
の
医
療
区
分
１
を
抱
え
て
い
る
病
院
に
と
っ
て

は
、
診
療
報
酬
改
定
、
そ
れ
か
ら
30
年
の
４
月
に
向

け
て
か
な
り
考
え
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
ふ
う
に

な
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
後
の
資
料
で
も
出
て
き
ま
す

け
れ
ど
も
、
医
療
区
分
２
と
か
３
で
す
ら
要
件
を
厳

格
化
す
る
と
い
う
話
が
出
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
う

意
味
で
は
医
療
区
分
１
の
患
者
さ
ん
に
関
し
て
は
、

在
宅
は
当
た
り
前
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

30
年
４
月
の
大
き
な
３
つ
の
出
来
事
と
い
う
こ
と

で
お
話
し
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
ほ
か
に
も
30
年
の

４
月
に
期
限
と
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
後
発
医
薬

品
の
見
直
し
と
い
う
こ
と
で
す
。
30
年
の
４
月
に
後

発
医
薬
品
の
使
用
割
合
を
60
％
以
上
に
す
る
と
目
標

と
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
80
％
以
上
と
い
う
こ
と
で

60
％
か
ら
80
％
に
引
き
上
げ
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
が
後
で
出
て
く
る
財
務
省
の
ほ
う
が
意
見
と
し

て
出
し
て
い
る
も
の
に
な
っ
て
き
ま
す
。
何
か
と
30

年
４
月
に
向
け
て
い
ろ
い
ろ
お
話
が
さ
れ
て
い
る
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
こ
の
２
年
後
、
32
年
の
４
月
と

い
う
の
が
、
日
本
の
国
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス

を
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
・
ゼ
ロ
に
持
っ
て
い
く
と
い

う
目
標
が
国
際
的
な
公
約
と
し
て
あ
る
か
ら
で
す
。

だ
か
ら
、
そ
れ
に
向
け
て
30
年
の
４
月
ま
で
に
あ
る

程
度
医
療
費
の
削
減
、
そ
れ
か
ら
ベ
ッ
ド
の
削
減
と

い
う
も
の
に
関
し
て
整
理
を
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
の
30
年
の
４
月
に
向
け
て
病
床
機
能
報
告
、
そ

し
て
地
域
医
療
構
想
と
い
う
こ
と
で
話
し
合
い
が
さ

れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
け
れ
ど
も
、
今
週
長
崎

に
行
っ
た
ん
で
す
が
、
長
崎
の
市
内
に
行
き
ま
し

た
。
市
内
に
は
成
人
病
セ
ン
タ
ー
と
い
う
と
こ
ろ
が

あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
ち
ら
が
今
度
建
て
か
え

を
検
討
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
成
人
病
セ
ン
タ
ー
は

市
民
病
院
と
い
う
形
で
や
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
そ
こ
が
実
質
的
に
１
０
０
床
増
床
す
る
形
で
今

度
ベ
ッ
ド
を
立
て
直
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
公
立
と

い
う
組
織
で
あ
る
成
人
病
セ
ン
タ
ー
が
増
床
し
て
い

い
の
か
、
長
崎
市
と
い
う
病
床
過
剰
地
域
の
中
で
そ

う
い
っ
た
公
立
、
公
的
と
い
っ
た
病
院
が
増
床
し
て

い
い
の
か
と
い
う
話
が
結
構
全
国
各
地
で
起
き
て
い

ま
す
。

　

今
週
も
う
一
つ
行
っ
た
都
市
が
あ
る
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
佐
賀
県
の
伊
万
里
市
で
す
。
伊
万
里
市
は
Ｊ

Ｃ
Ｈ
Ｏ
の
松
浦
病
院
と
い
う
の
が
隣
の
町
に
あ
り
ま

す
。
こ
こ
の
松
浦
病
院
も
今
度
建
て
か
え
を
検
討
し

て
い
て
、
40
床
新
し
い
病
院
を
建
て
る
と
。
こ
れ
か

ら
療
養
病
床
は
も
う
要
ら
な
い
と
か
と
い
う
ふ
う
に

佐
賀
県
の
西
部
地
域
で
は
言
わ
れ
て
い
る
中
で
Ｊ
Ｃ

Ｈ
Ｏ
は
建
て
か
え
を
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
地
域

医
療
構
想
で
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
く
る
の
は
、
医
療

法
人
協
会
で
す
か
ら
恐
ら
く
民
間
の
病
院
の
方
が
中

心
だ
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
公
立
と
か
公
的
の

ほ
う
が
ま
ず
最
優
先
で
病
床
の
削
減
と
か
機
能
の
見

直
し
と
い
う
の
は
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
民
間
は
そ
の

次
だ
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。
長
崎
市
の
こ

の
成
人
病
セ
ン
タ
ー
の
問
題
も
そ
う
で
す
し
、
伊
万

里
の
松
浦
の
件
も
そ
う
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ま
ず

は
公
立
と
か
公
的
が
襟
を
正
し
て
、
そ
の
後
に
民
間

病
院
が
ベ
ッ
ド
の
削
減
と
か
機
能
の
見
直
し
と
か
、

そ
う
い
う
動
き
を
す
べ
き
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い

う
ふ
う
に
個
人
的
に
は
思
っ
て
い
ま
す
。
き
ょ
う
医

療
法
人
協
会
の
講
演
だ
か
ら
こ
う
い
う
こ
と
を
話
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
て
、
別
に
一
般
論
と
し
て

や
っ
ぱ
り
そ
う
い
う
ふ
う
に
思
う
わ
け
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
で
30
年
の
４
月

の
後
に
書
い
て
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
各
職
種
の
変

化
と
病
院
の
集
約
化
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
載
っ
て

お
り
ま
す
。
病
院
の
集
約
化
と
い
う
の
は
こ
れ
か
ら

進
ん
で
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
Ｍ
＆
Ａ
が
こ
れ

か
ら
ふ
え
て
く
る
だ
ろ
う
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い

ま
す
。
福
岡
で
も
多
分
そ
う
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う

か
。
１
０
０
床
未
満
の
病
院
は
か
な
り
経
営
が
厳
し

く
な
っ
て
な
い
で
し
ょ
う
か
。
東
京
の
病
院
、
そ
れ

か
ら
首
都
圏
、
関
東
の
病
院
で
も
そ
う
で
す
が
、

１
０
０
床
未
満
の
病
院
が
非
常
に
経
営
が
厳
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
前
訪
問
し
た
病
院
は
茨
城
県

の
水
戸
だ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
70
床
の
病
院
で

し
た
。
一
般
病
床
が
30
床
、介
護
療
養
が
40
床
で
す
。

そ
の
水
戸
の
病
院
は
全
体
の
利
益
率
が
２
％
な
ん
で
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す
。
今
回
、
介
護
療
養
病
床
の
介
護
報
酬
の
改
定
で

５
％
マ
イ
ナ
ス
に
な
り
ま
し
た
。
単
純
に
言
え
ば

２
％
で
５
％
の
マ
イ
ナ
ス
と
い
う
こ
と
は
、
も
う
赤

字
に
な
っ
ち
ゃ
う
、
も
う
病
院
と
し
て
は
や
っ
て
い

け
な
い
。
そ
の
水
戸
の
病
院
は
今
度
建
て
直
し
を
検

討
し
て
い
ま
す
。
で
も
、
そ
の
病
院
に
私
は
言
い
ま

し
た
。
70
床
を
そ
の
ま
ま
70
床
と
し
て
建
て
か
え
る

と
い
う
計
画
は
よ
く
わ
か
る
け
れ
ど
も
、
も
し
や
っ

た
ら
潰
れ
ま
す
よ
、
借
金
返
済
で
き
な
い
で
す
よ
、

福
祉
医
療
機
構
か
ら
確
か
に
30
年
返
済
と
か
で
借
り

ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
か
な
り
厳
し
い

と
思
い
ま
す
と
。
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
を
思
い
切
っ

て
す
る
か
、
も
し
く
は
介
護
療
養
病
床
と
か
は
や
め

て
い
た
だ
い
て
、
地
域
包
括
ケ
ア
な
り
回
復
リ
ハ
と

か
、
も
っ
と
高
単
価
の
病
院
で
や
ら
な
い
と
と
て
も

返
済
で
き
ま
せ
ん
、
建
築
単
価
が
こ
れ
だ
け
上
が
っ

て
い
る
ん
だ
か
ら
、
も
う
難
し
い
で
す
と
、
そ
う
い

う
こ
と
を
お
話
し
し
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
各
職
種
の
変
化
と
い
う
こ
と
で
、
在

宅
医
療
に
か
か
わ
る
各
職
種
の
役
割
の
変
化
と
い
う

の
も
後
で
お
話
を
い
た
し
ま
す
。

　

病
院
の
集
約
化
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
６
つ
挙
げ

て
お
り
ま
す
。
医
療
法
の
改
正
と
い
う
の
が
こ
れ
か

ら
国
会
の
ほ
う
で
審
議
さ
れ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

医
療
法
の
改
正
の
施
行
の
時
期
で
す
が
、
28
年
の
４

月
か
29
年
の
７
月
と
い
う
こ
と
で
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
と
か
非
営
利
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
と
い
う
ふ
う
に
呼
ば
れ
て
い

る
も
の
は
29
年
の
７
月
、
そ
れ
以
外
の
医
療
法
の
改

正
に
関
し
て
は
28
年
の
４
月
と
い
う
ふ
う
に
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
後
で
お
話
も
出
て
く
る
か
と
思
う
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
か
ら
恐
ら
く
医
療
法
人
は
総

会
の
シ
ー
ズ
ン
だ
と
思
い
ま
す
。
３
月
決
算
の
法
人

は
５
月
末
が
決
算
総
会
の
シ
ー
ズ
ン
だ
と
思
い
ま
す

け
れ
ど
も
、
医
療
法
の
改
正
に
よ
っ
て
理
事
と
か
監

事
の
責
任
が
重
く
な
る
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
任

期
が
恐
ら
く
２
年
で
訪
れ
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
こ
の
新
し
く
就
任
さ
れ
る
理
事
と
か
監
事
の
方

に
医
療
法
改
正
の
内
容
を
し
っ
か
り
と
伝
え
な
い
と

い
け
な
い
の
か
な
と
い
う
の
が
あ
る
わ
け
で
す
。
ま

た
後
で
そ
の
話
は
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

医
療
法
の
改
正
で
は
、
こ
の
右
の
真
ん
中
に
あ
る

合
併
と
か
分
割
に
関
し
て
も
改
正
が
入
っ
て
い
ま

す
。
特
に
分
割
で
す
。
持
ち
分
な
し
の
医
療
法
人
だ

け
分
割
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
ふ
う
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
き
ょ
う
皆
様
方
に
お
話
し
し
た
い
こ

と
の
１
つ
は
、
こ
の
公
立
病
院
改
革
で
す
。
公
立
病

院
の
改
革
は
厚
生
労
働
省
の
管
轄
で
は
な
く
て
総
務

省
管
轄
で
す
。
総
務
省
の
情
報
と
い
う
の
は
、
医
師

会
と
か
医
療
法
人
協
会
と
か
に
は
な
か
な
か
入
っ
て

こ
な
い
情
報
だ
っ
た
り
し
ま
す
。
で
も
、
同
じ
病
院

と
い
う
く
く
り
の
中
で
は
、
公
立
病
院
の
改
革
と
い

う
の
は
大
事
な
も
の
に
な
っ
て
き
ま
す
。
医
療
法
人

特
有
の
お
話
で
い
く
と
、
右
下
に
あ
る
持
ち
分
な
し

の
移
行
の
お
話
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
既
に
施
行
に

な
っ
て
い
る
も
の
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
持
ち
分
あ

り
の
医
療
法
人
を
持
ち
分
な
し
の
ほ
う
に
進
め
て
い

き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
の
が
厚
生
労
働

省
。
で
も
、
財
務
省
は
、
持
ち
分
な
し
へ
の
移
行
と

い
う
の
は
前
向
き
に
進
め
て
い
な
い
と
い
う
の
が
ポ

イ
ン
ト
に
な
っ
て
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
税
務
リ
ス
ク

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
持
ち
分
あ
り
か
ら
持
ち

分
な
し
に
課
税
リ
ス
ク
な
し
で
移
行
で
き
る
よ
う
に

読
み
取
れ
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、実
は
国
税
の
ほ
う
は
、

こ
の
持
ち
分
あ
り
か
ら
な
し
に
移
行
す
る
と
き
に
は

課
税
リ
ス
ク
あ
り
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
が
非
営
利
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
の

お
話
で
、
29
年
７
月
か
ら
施
行
と
い
う
こ
と
で
、
ア

メ
リ
カ
の
メ
イ
ヨ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
い
う
の
を
モ
デ

ル
に
し
て
今
進
ん
で
い
ま
す
。
地
域
医
療
連
携
推
進

法
人
と
い
う
形
に
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
地
域
医
療

連
携
推
進
法
人
っ
て
果
た
し
て
使
え
る
の
と
い
う
話

を
よ
く
聞
き
ま
す
。
こ
こ
に
手
挙
げ
を
す
る
法
人
は

あ
る
の
か
と
い
う
よ
う
な
お
話
が
よ
く
聞
か
れ
ま
す

け
れ
ど
も
、私
の
ほ
う
に
は
結
構
相
談
を
受
け
ま
す
。

地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
っ
て
そ
も
そ
も
何
か
と
い

う
こ
と
な
ん
で
す
が
、医
療
法
人
の
グ
ル
ー
プ
で
す
。

合
体
す
る
ま
で
は
い
か
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
１
つ

の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
運
営
し
た
い
と
か
と
い
う
よ
う

な
法
人
に
こ
の
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
と
い
う
の

は
使
え
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
こ
の
地

域
医
療
連
携
推
進
法
人
は
い
ろ
い
ろ
ポ
イ
ン
ト
が
あ

り
ま
す
け
れ
ど
も
、
ま
ず
１
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
は
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
中
に
入
れ
る
の
は
あ
く
ま

で
も
非
営
利
に
限
定
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

逆
に
言
え
ば
、
株
式
会
社
は
こ
の
中
に
入
れ
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
２
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
あ
る

の
は
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
中
に
入
れ
る
の
は
基
本
的

に
二
次
医
療
圏
が
一
緒
の
と
こ
ろ
だ
け
、
正
確
に
言

う
と
地
域
医
療
構
想
圏
域
と
い
う
の
が
こ
れ
か
ら
制

定
さ
れ
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
地
域
医

療
構
想
圏
域
の
中
に
含
ま
れ
る
法
人
だ
け
が
こ
の
中

に
入
れ
る
と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
株
式
会
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社
は
入
れ
な
い
と
い
う
お
話
を
し
ま
し
た
け
れ
ど

も
、
こ
の
中
に
入
れ
る
も
の
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い

る
の
は
、
ま
ず
医
療
法
人
。
医
療
法
人
は
持
ち
分
あ

り
で
も
持
ち
分
な
し
で
も
入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

あ
と
想
定
さ
れ
る
の
は
、
社
会
福
祉
法
人
、
公
立
病

院
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
か
一
般
社
団
法
人
、
公
益
社
団

法
人
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
は
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
中

に
入
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
こ
の
地
域
医

療
連
携
推
進
法
人
と
い
う
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ

ニ
ー
み
た
い
な
も
の
が
一
番
上
に
あ
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
社
団
法
人
と
し
て
の
形
式

を
と
る
と
い
う
も
の
で
す
。
財
団
法
人
で
は
な
く

て
、
あ
く
ま
で
も
社
団
法
人
。
な
の
で
、
人
に
よ
っ

て
、
社
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
法
人
と
い
う
の
が

地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
き

ま
す
。
一
定
の
金
額
を
拠
出
し
て
基
金
拠
出
型
法
人

み
た
い
な
イ
メ
ー
ジ
に
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ

が
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
と
い
う
も
の
で
す
。

　

地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
は
ど
う
い
う
使
い
道
が

あ
る
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
す
が
、
３
つ
使
い

道
が
あ
り
ま
す
。
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
で
す
。
ヒ
ト

と
い
う
の
は
、
人
材
交
流
が
し
や
す
い
と
い
う
意
味

で
の
ヒ
ト
。
あ
と
、
共
同
で
研
修
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
と
か
、
そ
れ
が
ヒ
ト
と
い
う
こ
と
で
す
。
モ
ノ

と
い
う
の
は
何
か
と
い
う
と
、
共
同
購
入
が
で
き
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
別
々
の
法
人
で
購
入
す
る
よ
り

も
一
体
と
し
て
購
入
し
た
ほ
う
が
安
く
な
る
と
い
う

考
え
方
。
そ
し
て
、
カ
ネ
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
お
金
を
グ
ル
ー
プ
全
体
と
し
て
借
り
た
り

と
か
、
Ａ
医
療
法
人
と
Ｂ
医
療
法
人
と
い
う
の
が

あ
っ
て
、
Ｂ
医
療
法
人
が
お
金
が
苦
し
い
状
態
で
あ

れ
ば
、
Ａ
か
ら
Ｂ
に
お
金
を
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で

き
る
と
か
と
い
う
の
が
カ
ネ
の
部
分
で
す
。そ
し
て
、

ち
ょ
っ
と
言
い
忘
れ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
モ
ノ
と
い

う
部
分
で
は
、
ベ
ッ
ド
を
融
通
で
き
る
と
い
う
の
も

ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
こ
の
図
に
あ
る
よ
う
に
、

Ａ
医
療
法
人
と
Ｂ
医
療
法
人
で
、
Ａ
の
ほ
う
に
急
性

期
を
集
約
し
て
Ｂ
の
ほ
う
を
回
復
期
機
能
に
す
る
と

か
、
そ
う
い
う
も
の
を
こ
の
二
次
医
療
圏
の
中
で
融

通
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
ま
で
は
ほ
か
の
病
院
の

ベ
ッ
ド
が
欲
し
い
と
か
と
い
う
と
き
に
は
買
収
し
な

い
と
移
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
で
も
、
こ
の
地

域
医
療
連
携
推
進
法
人
と
い
う
こ
と
で
グ
ル
ー
プ
化

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
買
収
と
い
う
手
続
を
と
ら
な

く
て
も
ベ
ッ
ド
を
移
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
れ
が
先
ほ
ど
か
ら
お
話
し
し
て
い
る
お
話
で
、

共
同
購
入
と
か
資
金
の
融
通
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
し
て
、
こ
ん
な
こ
と
も
で
き
ま
す
。
保
証
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
、
債
務
保
証
を
認
め
ま
し
ょ
う

と
か
。
あ
と
、
場
合
に
よ
っ
て
は
外
部
の
法
人
に
対

し
て
出
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
看
護
学
校
で
あ
る

と
か
、
ほ
か
の
法
人
に
対
し
て
出
資
を
し
て
、
そ
れ

の
配
当
も
授
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
が
地
域

医
療
連
携
推
進
法
人
と
。
一
番
上
に
あ
り
ま
す
よ
う

に
、
こ
の
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
と
い
う
の
は
、

イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
法
人
本
部
で
す
。
み
ず
か
ら
病

院
を
運
営
す
る
こ
と
は
基
本
的
に
は
な
い
け
れ
ど

も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
人
か
ら
委
託
料
を
も
ら
っ
て
運

営
す
る
と
い
う
の
が
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
と
い

う
こ
と
で
す
。
基
本
的
に
は
、
こ
の
地
域
医
療
連
携

推
進
法
人
と
い
う
の
は
法
人
が
社
員
に
な
り
ま
す
。

Ａ
医
療
法
人
、
Ｂ
医
療
法
人
と
い
っ
た
法
人
が
社
員

に
な
り
ま
す
。

　

ま
さ
に
こ
れ
が
こ
れ
か
ら
30
年
４
月
に
向
け
て

ベ
ッ
ド
を
整
理
す
る
上
で
も
、
こ
の
地
域
医
療
連
携

推
進
法
人
と
い
う
の
が
１
つ
の
鍵
に
な
っ
て
き
ま

す
。
病
院
を
と
に
か
く
集
約
化
さ
せ
て
い
き
た
い
、

そ
う
い
う
思
い
に
な
る
わ
け
で
す
。

　

お
話
は
変
わ
り
ま
し
て
、
公
立
病
院
改
革
で
す
。

公
立
病
院
の
改
革
は
、
27
年
の
４
月
か
ら
新
し
い
公

立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
い
う
の
が
出
て
お
り

ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
は
２
つ
あ
り
ま
す
。
１
つ
目
と
し

て
は
、
経
営
形
態
を
変
更
す
る
と
い
う
話
で
す
。
公

務
員
と
し
て
運
営
す
る
こ
と
が
も
う
限
界
が
見
え
て

い
る
の
で
、
独
立
行
政
法
人
と
な
っ
た
り
と
か
、
民

営
化
し
た
り
と
か
、
経
営
形
態
を
変
更
し
て
い
こ
う

と
い
う
話
が
１
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
。
そ
し
て
、
２
つ

目
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
あ
る
の
は
、
蛇
口
を
閉
め
る

と
い
う
話
で
す
。
お
金
の
蛇
口
を
閉
め
る
と
い
う
こ

と
で
、
公
立
病
院
に
今
ま
で
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
と
補
助

金
と
か
繰
り
入
れ
を
し
て
い
た
も
の
を
制
限
し
て
い

こ
う
と
い
う
の
が
公
立
病
院
の
２
つ
目
の
柱
に
な
っ

て
き
ま
す
。
補
助
金
と
か
繰
り
入
れ
に
関
し
て
は
、

１
つ
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。
公
立
か
ら
公
的
へ

で
す
。
今
ま
で
公
立
病
院
中
心
に
補
助
金
と
か
繰
り

入
れ
を
し
て
い
た
も
の
を
公
的
に
対
し
て
も
っ
と
充

実
を
さ
せ
て
い
こ
う
と
い
う
方
向
性
で
す
。
あ
く
ま

で
こ
れ
は
民
間
で
は
な
く
て
公
的
で
す
。
公
的
っ
て

ち
ょ
っ
と
や
や
こ
し
い
言
葉
に
な
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
日
赤
と
か
済
生
会
と
か
、
医
療
法
人
で
は
社
会

医
療
法
人
が
こ
の
公
的
の
中
に
入
り
ま
す
。
そ
う
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い
っ
た
法
人
に
対
し
て
も
う
少
し
充
実
さ
せ
て
い
け

な
い
か
と
い
う
話
で
す
。

　

こ
の
公
立
病
院
の
改
革
プ
ラ
ン
と
い
う
の
は
４
つ

テ
ー
マ
が
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
今
回
新
し
く

入
っ
て
き
た
の
が
、
こ
の
地
域
医
療
構
想
と
い
う
も

の
で
す
。
地
域
医
療
構
想
と
い
う
の
は
厚
生
労
働
省

が
管
轄
し
て
い
る
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
公
立
病
院

の
改
革
プ
ラ
ン
と
い
う
の
は
総
務
省
が
管
轄
し
て
い

て
、
総
務
省
と
厚
労
省
が
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
い
る
わ

け
で
す
。
最
近
の
政
策
の
決
め
方
の
傾
向
な
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
省
庁
を
ま
た
が
っ
て
決
め
た
り
す
る
話

が
結
構
出
て
き
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
Ｊ
Ａ
と
い
う

病
院
が
あ
り
ま
す
。
農
協
で
運
営
さ
れ
て
い
る
Ｊ
Ａ

の
病
院
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
あ
そ
こ
は
農
林
水
産

省
が
管
轄
す
る
病
院
で
す
。
で
も
、
今
度
Ｊ
Ａ
を
社

会
医
療
法
人
化
す
る
と
い
う
方
向
で
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
。
社
会
医
療
法
人
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
厚
生

労
働
省
で
す
。
農
林
水
産
省
か
ら
厚
生
労
働
省
へ
と

い
う
、
そ
う
い
っ
た
省
庁
を
ま
た
い
だ
改
革
と
い
う

の
は
結
構
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

私
、
実
は
１
カ
月
に
１
回
、
非
公
開
の
勉
強
会
に

出
て
い
ま
す
。
そ
の
会
に
出
て
く
る
メ
ン
バ
ー
と
い

う
の
は
財
務
省
と
か
厚
労
省
と
か
経
済
産
業
省
と

か
、
そ
う
い
っ
た
メ
ン
バ
ー
の
中
に
私
も
入
れ
て
い

た
だ
い
て
い
て
、
30
代
か
ら
40
代
ぐ
ら
い
の
若
手
に

属
す
る
と
言
っ
て
も
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
そ
う
い
っ
た
方
々
が
こ
れ
か
ら
の
社
会

保
障
の
あ
り
方
を
考
え
よ
う
と
い
う
会
で
す
。
そ
れ

は
ク
ロ
ー
ズ
ド
な
会
な
の
で
公
開
さ
れ
て
い
る
も
の

で
は
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
省
庁
を
ま
た
が
っ
て

社
会
保
障
費
の
あ
り
方
を
考
え
る
と
い
う
の
が
そ
う

い
う
ク
ロ
ー
ズ
ド
な
勉
強
会
で
も
積
極
的
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
勉
強
会
で
は
こ
う
い
う
講
演
会
と
い
う

の
も
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
講
演
会
の
後
に

立
ち
話
で
す
る
話
と
か
を
聞
い
て
い
る
と
結
構
ぞ
っ

と
す
る
よ
う
な
ネ
タ
が
出
て
き
た
り
し
ま
す
。
も
し

く
は
、
地
下
鉄
に
移
動
す
る
ま
で
の
立
ち
話
で
話
し

て
い
る
話
と
か
を
聞
い
て
い
る
と
結
構
怖
い
こ
と
を

話
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
老
人
の
医
療
費
が
今
１
割

負
担
と
か
２
割
負
担
だ
け
れ
ど
も
、
最
終
的
に
は
３

割
負
担
に
上
げ
た
い
ん
だ
よ
ね
と
か
、
診
療
報
酬
も

介
護
報
酬
も
ど
っ
ち
と
も
３
割
負
担
に
持
っ
て
い
き

た
い
ん
だ
よ
ね
と
か
、
そ
う
い
っ
た
話
が
そ
の
中
で

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
が
思
っ
て
い
る
以
上
に
結

構
国
の
財
布
と
い
う
の
は
厳
し
く
な
っ
て
い
て
、
後

で
出
て
き
ま
す
よ
う
に
、
今
ま
で
厚
生
労
働
省
が
管

轄
し
て
い
た
よ
う
な
話
に
財
務
省
が
か
な
り
口
出
し

を
し
て
き
て
い
ま
す
。
診
療
報
酬
の
改
定
は
ま
だ
１

年
ぐ
ら
い
先
に
あ
る
話
で
す
け
れ
ど
も
、
既
に
財
務

省
の
ほ
う
が
論
点
を
も
う
示
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

話
を
戻
し
ま
し
て
、
公
立
病
院
の
お
話
な
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
経
営
の
効
率
化
や
病
院
間
の
再
編
を
推

進
す
る
。
病
院
間
の
再
編
と
い
う
の
は
、
公
公
同
士

の
合
併
だ
け
で
は
な
く
て
、
公
民
の
合
併
も
含
め
た

話
に
な
っ
て
き
ま
す
。
公
と
民
の
合
併
な
ん
て
あ
る

の
か
と
い
う
お
話
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
ん
で
す

が
、
三
重
県
の
桑
名
市
に
桑
名
市
民
病
院
と
い
う
病

院
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
の
桑
名
市
民
病
院
と
い
う
と

こ
ろ
と
医
療
法
人
山
本
総
合
病
院
と
い
う
と
こ
ろ
が

合
体
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
24
年
の
４
月
か
ら
合
体
し

て
い
ま
す
。
桑
名
市
民
病
院
は
独
立
行
政
法
人
と
し

て
運
営
し
て
い
て
、
医
療
法
人
山
本
総
合
病
院
は
事

業
譲
渡
し
た
後
に
解
散
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

形
で
公
と
民
の
合
併
と
い
う
の
も
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど

ん
ふ
え
て
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
話
に
な
っ
て

き
ま
す
。

　

公
立
病
院
の
今
回
の
改
革
、
お
金
の
蛇
口
を
閉
め

る
と
い
う
話
の
１
つ
目
が
こ
ち
ら
の
話
で
す
。
矢
印

か
ら
上
が
改
正
前
、
矢
印
か
ら
下
が
改
正
後
で
す
。

27
年
の
４
月
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
場
面
を
想
定
し
て
い
る
の

か
と
い
う
と
、
公
立
病
院
が
建
て
か
え
を
す
る
と
き

に
国
か
ら
も
ら
え
る
お
金
の
割
合
で
す
。
そ
れ
が
今

ま
で
３
割
補
填
し
て
く
れ
て
い
た
。
こ
れ
が
基
本
的

に
は
25
％
と
い
う
こ
と
で
５
％
下
が
り
ま
す
。
建
て

か
え
す
る
と
き
に
借
金
す
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、

借
金
の
返
済
額
の
う
ち
25
％
が
補
填
さ
れ
る
と
い
う

民
間
病
院
に
は
な
い
よ
う
な
仕
組
み
で
す
。
で
も
、

ほ
か
の
病
院
と
合
体
し
た
り
と
か
、
も
し
く
は
診
療

所
化
す
る
と
か
、
そ
う
い
っ
た
再
編
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
い
う
の
が
絡
め
ば
30
％
か
ら
40
％
に
引
き
上
げ
と

い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
公
立
と
民
間
が
合
体

す
る
と
か
、
公
公
同
士
で
合
併
す
る
と
か
、
そ
う
い

う
の
が
絡
ん
で
新
病
院
を
建
て
か
え
し
た
場
合
に
は

10
％
交
付
税
を
ふ
や
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
と
い
う
仕

組
み
で
す
。
建
築
費
の
単
価
は
ど
ん
ど
ん
、
ど
ん
ど

ん
上
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
消
費
税
も
上
が
っ

て
い
ま
す
。
公
立
病
院
と
し
て
も
、
建
て
か
え
を
す

る
と
き
に
で
き
る
だ
け
国
か
ら
補
填
し
て
ほ
し
い
わ

け
で
す
。
ど
う
考
え
る
の
か
と
い
う
と
、
単
独
の
建

て
か
え
を
す
る
よ
り
も
ほ
か
の
民
間
と
か
と
合
体
し

た
ほ
う
が
お
金
が
も
ら
え
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ

ば
、
ほ
か
の
公
立
、
民
間
病
院
と
合
体
し
た
い
と
い
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う
ふ
う
に
考
え
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う

い
う
よ
う
な
動
き
が
総
務
省
サ
イ
ド
か
ら
お
話
が
来

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

給
与
格
差
の
是
正
と
い
う
の
も
大
き
な
問
題
で

す
。
財
務
省
は
こ
う
い
う
試
算
を
し
ま
し
た
。
仮
に

民
間
ベ
ー
ス
の
給
与
に
全
部
引
き
直
し
た
ら
国
全
体

で
７
０
０
億
円
浮
く
そ
う
で
す
。
医
療
費
を
１
年
間

に
５
，０
０
０
億
円
削
減
し
た
い
と
い
う
目
標
を
出

し
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
給
与
格
差
の
是
正
で

７
０
０
億
円
の
削
減
が
可
能
だ
と
。
公
立
病
院
の
蛇

口
を
閉
め
る
第
２
段
の
お
話
が
こ
ち
ら
で
す
。
こ
れ

が
多
分
一
番
の
目
玉
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
何

か
と
い
う
と
、
公
立
病
院
は
今
ま
で
何
も
し
な
く
て

も
天
か
ら
お
金
が
降
っ
て
き
ま
し
た
。
１
ベ
ッ
ド
当

た
り
70
万
７
，０
０
０
円
。
し
か
も
許
可
さ
れ
て
い

る
病
床
に
対
し
て
お
金
が
出
る
と
い
う
非
常
に
便
利

な
仕
組
み
で
し
た
。
使
っ
て
い
な
い
こ
の
４
階
の
50

床
に
対
し
て
も
お
金
が
出
る
と
い
う
民
間
病
院
が
聞

い
た
ら
怒
る
よ
う
な
話
が
あ
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
が

今
回
改
正
に
な
り
ま
し
て
、
使
っ
て
い
な
い
ベ
ッ
ド

に
対
し
て
は
出
さ
な
い
と
い
う
当
た
り
前
の
お
話
な

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
改
正
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

　

一
方
で
、
民
間
病
院
に
影
響
す
る
お
話
だ
と
思
う

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
福
祉
医
療
機
構
の
予
算
が
こ
の

前
出
さ
れ
ま
し
て
、
医
療
の
貸
し
付
け
の
予
算
と
い

う
の
が
14
％
削
減
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
福
祉
医
療
機
構
か
ら
今
ま
で
ど
お
り
お
金

を
借
り
る
の
が
難
し
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う

す
る
と
民
間
の
金
融
機
関
に
頼
っ
て
い
か
ざ
る
を
得

な
く
な
っ
て
く
る
。

　

大
体
こ
こ
ま
で
で
、
い
ろ
い
ろ
最
近
の
ト
ピ
ッ
ク

で
重
要
な
お
話
を
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
い
よ
い
よ

病
床
機
能
報
告
と
地
域
医
療
構
想
に
絡
む
本
題
に
な

り
ま
す
。
高
度
急
性
期
、
一
般
急
性
期
、
回
復
期
、

長
期
療
養
と
い
う
形
で
４
つ
の
機
能
の
う
ち
ど
れ
か

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
、
そ
れ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
病

院
が
去
年
の
10
月
に
病
床
機
能
報
告
と
い
う
の
を
出

し
て
、
こ
れ
か
ら
み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い

と
。
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
こ
う
い
う
感
じ
か
な
と
。

二
次
医
療
圏
の
全
体
の
病
床
数
が
一
番
上
、
１
万
床

か
ら
７
，５
０
０
床
に
減
ら
す
と
か
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
で
す
。
ど
こ
か
の
医
療
圏
を
ち
ょ
っ
と
想
像
し
て

い
た
だ
き
た
い
ん
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
訳
と
い

う
の
が
あ
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
特
に
高
度
急

性
期
と
か
慢
性
期
と
か
を
減
ら
し
て
い
き
た
い
、

一
般
急
性
期
も
含
め
て
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
減

ら
し
て
い
き
た
い
と
。
高
度
急
性
期
に
関
し
て
は 

１
，５
０
０
床
か
ら
７
５
０
床
と
か
い
う
形
で
減
ら

し
て
い
く
。
そ
ん
な
こ
と
を
こ
れ
か
ら
話
し
合
っ
て

い
く
。た
だ
、民
間
病
院
と
し
て
は
持
っ
て
い
る
ベ
ッ

ド
を
返
上
す
る
と
い
う
の
は
な
か
な
か
で
き
な
い
わ

け
で
す
。
だ
か
ら
公
立
と
か
公
的
が
ま
ず
率
先
し
て

返
上
し
て
い
く
。
そ
れ
か
ら
、
な
ん
ち
ゃ
っ
て
急
性

期
で
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
回
復
期
に
行
っ
て
く
だ

さ
い
と
か
と
い
う
話
に
関
し
て
も
、
民
間
の
前
に
公

立
と
か
公
的
が
先
な
ん
だ
と
。

　

じ
ゃ
、
ど
う
や
っ
て
高
度
と
か
一
般
急
性
期
と

か
を
分
け
て
い
く
の
か
と
い
う
の
は
、
境
界
点
と

い
う
の
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
境
界
点
と
い
う
の

は
入
院
単
価
か
ら
入
院
基
本
料
を
引
い
て
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
を
引
い
た
点
数
で
分
け
て
い
く
。 

３
，０
０
０
点
と
か
６
０
０
点
と
か
２
２
５
点
と
か

で
は
ち
ょ
っ
と
わ
か
り
づ
ら
い
と
思
う
の
で
、
私
の

ほ
う
か
ら
大
ま
か
な
目
安
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
高
度

急
性
期
と
一
般
急
性
期
の
境
目
の
入
院
単
価
と
い
う

の
は
、
私
は
大
体
５
万
円
ぐ
ら
い
じ
ゃ
な
い
か
な
と

い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。差
し
引
く
前
で
す
ね
。

入
院
基
本
料
と
か
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
を
引
く

前
で
５
万
円
ぐ
ら
い
と
い
う
の
が
１
つ
の
ラ
イ
ン

じ
ゃ
な
い
か
。
そ
し
て
、
一
般
急
性
期
と
回
復
期
の

境
目
は
２
万
５
，０
０
０
円
ぐ
ら
い
。
そ
し
て
、
回

復
期
と
在
宅
医
療
等
の
ラ
イ
ン
は
１
万
５
，０
０
０

円
ぐ
ら
い
。
そ
う
い
う
形
で
、
入
院
単
価
に
基
づ
い

て
分
け
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

大
体
そ
ん
な
感
じ
で
試
算
し
て
み
る
と
分
か
れ
て
く

る
の
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
が
大
事
な
図
に
な
り
ま
す
。
公
的
医
療
機
関

等
に
含
ま
れ
る
の
か
、
そ
れ
以
外
か
で
こ
れ
か
ら
の

福
岡
県
か
ら
の
指
導
の
仕
方
と
い
う
の
が
全
然
変

わ
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
以
外
と
い
う
の
は
、
簡
単
に

言
う
と
医
療
法
人
で
す
。
全
て
の
医
療
法
人
で
す
。

社
会
医
療
法
人
だ
ろ
う
と
、
特
定
医
療
法
人
だ
ろ
う

と
、
一
般
の
医
療
法
人
だ
ろ
う
と
、
み
ん
な
そ
れ
以

外
で
す
。
逆
に
言
え
ば
、
医
療
法
人
以
外
は
公
的
医

療
機
関
等
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
き
ま
す
。
公
立
病

院
、
日
赤
、
済
生
会
、
厚
生
連
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
と
い
っ

た
と
こ
ろ
が
公
的
医
療
機
関
等
に
な
っ
て
き
ま
す
。

命
令
と
要
請
と
い
う
こ
と
で
言
葉
が
違
っ
て
い
ま
す

け
れ
ど
も
、
こ
れ
が
す
ご
く
大
事
な
と
こ
ろ
で
、
公

的
医
療
機
関
等
は
都
道
府
県
か
ら
命
令
さ
れ
る
立
場

に
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
使
っ
て
い
な
い
ベ
ッ
ド
、

１
年
間
一
度
も
使
っ
た
こ
と
の
な
い
病
床
が
あ
る
場
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合
に
は
そ
れ
を
返
上
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

の
は
公
的
医
療
機
関
等
で
す
。
一
方
で
、
医
療
法
人

の
場
合
に
は
１
年
間
空
け
っ
放
し
に
し
て
い
る
病
床

に
関
し
て
は
返
上
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う
ふ
う
に
要

請
さ
れ
る
立
場
で
す
。
命
令
と
要
請
と
い
う
こ
と
で

若
干
言
葉
尻
が
違
う
。
も
う
一
つ
論
点
と
し
て
あ
る

の
は
、
な
ん
ち
ゃ
っ
て
急
性
期
で
や
っ
て
い
る
と
こ

ろ
は
、
お
た
く
は
回
復
期
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
、

だ
っ
て
入
院
単
価
が
２
万
５
，０
０
０
円
切
っ
て
い

る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
と
か
、
１
万
５
，０
０
０
円
を

切
っ
て
い
る
ん
だ
か
ら
慢
性
期
の
ほ
う
に
在
宅
医
療

等
の
ほ
う
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
と
か
、
そ
う
い
う
話

と
い
う
の
が
論
点
の
２
つ
目
に
な
っ
て
き
ま
す
。
な

の
で
、
こ
れ
か
ら
地
域
医
療
構
想
の
調
整
会
議
が
お

話
し
さ
れ
る
中
で
、
や
っ
ぱ
り
公
立
・
公
的
病
院
が

ま
ず
優
先
で
あ
っ
て
、
民
間
病
院
と
い
う
の
は
そ
の

次
の
段
階
じ
ゃ
な
い
か
な
と
な
る
わ
け
で
す
。

　

そ
れ
で
、
療
養
病
床
の
削
減
の
お
話
で
す
。
先
ほ

ど
お
話
し
し
た
と
お
り
で
、
療
養
病
床
の
山
は
30
年

の
４
月
で
す
。
30
年
の
４
月
に
向
け
て
介
護
療
養
病

床
も
医
療
療
養
病
床
も
山
を
迎
え
て
く
る
。
そ
の
前

に
来
る
の
が
28
年
の
４
月
か
ら
の
診
療
報
酬
改
定
と

い
う
こ
と
で
、
医
療
区
分
の
要
件
の
見
直
し
と
い
う

の
が
入
っ
て
き
ま
す
。
高
知
は
３
分
の
１
、
福
岡
は

２
分
の
１
に
減
ら
す
と
か
と
言
っ
て
い
る
け
れ
ど

も
、
ど
う
や
っ
て
減
ら
す
の
と
。
患
者
さ
ん
だ
っ
て

い
る
ん
だ
し
、
減
ら
す
の
は
難
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
の

と
。私
も
財
務
省
と
か
厚
労
省
の
方
に
聞
き
ま
し
た
、

こ
ん
な
減
ら
す
の
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
と
。で
も
、

診
療
報
酬
と
か
を
ど
ん
ど
ん
、
ど
ん
ど
ん
削
減
し
て

く
れ
ば
、
入
院
を
さ
せ
て
お
く
こ
と
が
経
営
的
に
つ

ら
く
な
っ
て
く
る
の
で
、
高
知
だ
っ
て
福
岡
だ
っ
て

徐
々
に
減
っ
て
い
く
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
そ
の
受
け

皿
を
ど
う
す
る
ん
で
す
か
と
。
隣
の
佐
賀
県
は
宅
老

所
の
改
正
が
入
っ
て
大
騒
ぎ
で
す
。
そ
う
い
う
よ
う

な
受
け
皿
に
関
し
て
は
全
然
整
備
さ
れ
て
な
い
ん
だ

け
れ
ど
も
、
そ
こ
は
あ
ん
ま
り
考
え
て
な
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
と
い
う
の
が
私
の
結
論
で
す
け
れ
ど
も
、

そ
れ
は
さ
て
お
い
て
、
と
り
あ
え
ず
療
養
病
床
を
減

ら
す
と
。
福
岡
に
関
し
て
は
、
こ
こ
に
あ
る
よ
う
に

半
分
ぐ
ら
い
減
ら
す
、
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
で
進
ん
で

い
る
わ
け
で
す
。

　

じ
ゃ
、
ど
う
や
っ
て
減
ら
し
て
い
く
の
か
。
ま
ず

は
医
療
区
分
の
１
が
優
先
に
な
っ
て
き
ま
す
け
れ
ど

も
、
医
療
区
分
２
、３
に
関
し
て
も
論
点
が
出
て
い

ま
す
。
財
務
省
の
ほ
う
か
ら
、
こ
の
前
の
財
政
制
度

等
審
議
会
で
論
点
が
出
て
い
ま
し
た
。
医
療
療
養
病

棟
を
持
た
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
こ
の
３
つ
の
患
者

さ
ん
（
常
時
観
察
、
リ
ハ
ビ
リ
30
日
以
内
、
脱
水
・

発
熱
）
が
ど
の
ぐ
ら
い
い
る
の
か
と
い
う
の
は
ぜ
ひ

カ
ウ
ン
ト
し
て
い
た
だ
き
た
い
ん
で
す
。
お
と
と
い

訪
問
し
た
病
院
は
、
療
養
病
棟
入
院
基
本
料
１
を
算

定
し
て
い
る
病
院
だ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
医

療
区
分
２
、３
の
割
合
が
今
現
状
で
83
％
で
し
た
。

80
％
を
超
え
て
い
る
療
養
病
棟
入
院
基
本
料
１
を
算

定
し
て
い
る
ん
で
す
が
、
こ
の
３
つ
が
も
し
除
か

れ
た
と
し
た
ら
、
医
療
区
分
２
、３
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
て
医
療
区
分
１
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ら

58
％
に
下
が
り
ま
し
た
。
83
％
か
ら
58
％
に
下
が
っ

ち
ゃ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
う
す
る
と
療
養
病
棟
入
院

基
本
料
２
に
落
ち
ち
ゃ
う
わ
け
で
す
。
入
院
単
価
が

が
く
ん
と
落
と
さ
れ
ま
す
。
特
に
そ
の
病
院
で
多

か
っ
た
の
は
、
常
時
監
視
の
状
態
に
あ
る
患
者
さ
ん

が
結
構
な
割
合
で
占
め
て
い
た
。
多
分
ほ
か
の
病
院

で
も
あ
り
が
ち
な
お
話
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う

ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
な
の
で
、
そ
の
病
院
で

は
療
養
病
棟
を
２
つ
持
っ
て
い
る
ん
で
す
。
正
確
に

は
ほ
か
に
も
一
般
病
棟
が
あ
っ
て
３
病
棟
あ
る
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
療
養
病
棟
は
26
年
の
改
定
後
は
地
域

包
括
ケ
ア
病
棟
に
移
し
ま
し
た
。
医
療
療
養
病
棟
は

在
宅
復
帰
率
50
％
以
上
の
回
転
す
る
医
療
療
養
病
棟

に
移
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
も
し
こ
の
改
定
が
あ

る
と
か
な
り
単
価
が
下
が
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と

で
、
さ
ら
に
も
う
一
つ
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
を
つ

く
っ
て
み
よ
う
か
と
か
、
そ
う
い
う
話
を
考
え
て
い

ま
す
。医
療
区
分
２
、３
の
こ
の
算
定
が
厳
し
く
な
っ

ち
ゃ
う
。
だ
っ
た
ら
も
っ
と
医
療
処
置
を
も
っ
と

も
っ
と
ふ
や
せ
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
Ｉ
Ｖ
Ｈ
を

つ
け
る
、
人
工
呼
吸
器
を
つ
け
る
、
そ
れ
は
理
論
的

に
は
そ
う
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
ん
な
簡
単

に
い
か
な
い
わ
け
で
す
。
褥
瘡
だ
っ
て
治
さ
な
い
ほ

う
が
得
だ
っ
た
り
と
か
、
で
も
そ
れ
は
ナ
ン
セ
ン
ス

だ
と
。
だ
っ
た
ら
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
を
も
う
１
病

棟
つ
く
っ
た
ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
そ
ん
な

こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
が
外
来
の
方
向
性
で
す
。
26
年
改
定
で
は
か

か
り
つ
け
医
を
ど
ん
ど
ん
ふ
や
し
て
い
こ
う
と
い
う

こ
と
で
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
今
回
の
28
年
改
定

の
目
玉
は
薬
の
量
を
減
ら
し
て
い
く
と
い
う
話
で

す
。
特
に
在
宅
の
患
者
さ
ん
の
薬
の
量
を
減
ら
し
て

い
く
。
き
の
う
行
っ
た
病
院
で
も
こ
う
い
う
話
が
出

て
い
ま
し
た
。
薬
に
関
し
て
は
、
病
棟
と
か
で
飲
み

残
し
の
薬
は
当
然
な
い
し
、
そ
し
て
在
宅
で
常
に
訪
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問
看
護
と
か
で
行
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
は
い
い
ん
だ

け
れ
ど
も
、
外
来
で
来
て
い
る
患
者
さ
ん
が
、
特

に
認
知
症
の
患
者
さ
ん
と
か
が
、
薬
が
な
く
な
っ

ち
ゃ
っ
た
の
で
、
ま
た
く
だ
さ
い
と
か
、
そ
う
い
う

話
が
結
構
来
る
。
そ
う
す
る
と
、
だ
ん
だ
ん
、
だ
ん

だ
ん
余
っ
て
い
る
残
薬
が
ふ
え
て
く
る
ん
だ
と
。
こ

れ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う
に
も
な
か
な
か
チ
ェ
ッ
ク
で

き
な
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
ん

で
す
。
で
も
、
こ
の
薬
の
飲
み
残
し
を
何
と
か
減
ら

せ
な
い
か
、
減
ら
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
関
し
て
は
評

価
を
し
て
い
こ
う
、
そ
う
い
う
お
話
が
外
来
の
論
点

の
１
つ
で
す
。

　

薬
の
量
だ
け
で
は
な
く
て
単
価
も
減
ら
し
て
い
こ

う
と
い
う
の
が
こ
ち
ら
の
お
話
で
す
。
先
発
医
薬
品

か
ら
後
発
医
薬
品
に
ど
ん
ど
ん
移
し
て
い
こ
う
と
い

う
こ
と
で
、
60
％
が
30
年
の
３
月
末
ま
で
の
目
標

だ
っ
た
の
が
80
％
に
引
き
上
げ
で
す
。
き
ょ
う
は
Ｄ

Ｐ
Ｃ
病
院
の
方
も
多
分
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
う
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
病
院
の
方
は
こ
の
後
発
医
薬

品
係
数
と
い
う
の
は
割
合
と
し
て
結
構
占
め
て
い
る

の
で
、
後
発
医
薬
品
の
割
合
を
80
％
に
引
き
上
げ
る

よ
う
に
、
こ
こ
か
ら
残
り
３
カ
月
、
４
カ
月
ぐ
ら
い

残
っ
て
い
る
中
で
、
い
か
に
こ
の
80
％
に
近
づ
け
ら

れ
る
か
だ
と
思
う
ん
で
す
。
去
年
の
10
月
１
日
か
ら

こ
と
し
の
９
月
末
ま
で
の
実
績
で
後
発
医
薬
品
の
使

用
割
合
を
算
定
す
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
意

味
で
は
平
均
値
と
い
う
形
で
出
て
く
る
の
で
、85
％
、

90
％
と
い
う
こ
と
で
、
よ
り
高
く
後
発
医
薬
品
を
進

め
て
い
け
れ
ば
高
め
の
係
数
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
今
ま
で
後
発
医
薬
品
に
関
し
て
は
Ｄ
Ｐ
Ｃ
病
院

中
心
だ
っ
た
の
が
、
そ
れ
以
外
の
非
Ｄ
Ｐ
Ｃ
病
院
に

対
し
て
も
後
発
医
薬
品
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
か

デ
ィ
ス
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
設
け
て
い
こ
う
じ
ゃ
な

い
か
と
い
う
話
も
あ
る
わ
け
で
す
。

　

出
来
高
で
算
定
し
て
い
る
一
般
病
棟
、
そ
れ
か
ら

ほ
か
の
地
域
包
括
ケ
ア
と
か
医
療
療
養
で
、
後
発
医

薬
品
の
使
用
割
合
を
ふ
だ
ん
か
ら
数
値
と
し
て
と
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
80
％
を
超
え
て
お
き
た
い
、

超
え
て
お
か
な
い
と
逆
に
減
算
と
な
る
可
能
性
も
あ

る
の
で
、
後
発
医
薬
品
の
使
用
割
合
は
ど
の
病
棟
で

も
と
ら
な
い
と
い
け
な
い
数
値
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
予
防
医
療
の
分
野
の
お
話
で
す
。
こ
ち
ら

が
予
防
医
療
に
係
る
お
話
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ

の
上
の
写
真
が
オ
ラ
ン
ダ
の
か
か
り
つ
け
の
診
療
所

で
、
ナ
ー
ス
プ
ラ
テ
ィ
ク
シ
ョ
ナ
ー
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
の
で
ち
ょ
っ
と
写
真
を
撮
っ
た
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
ま
さ
に
こ
れ
が
こ
れ
か
ら
の
訪
問
看
護
職

員
の
１
つ
の
姿
に
な
り
ま
す
。
看
護
師
の
特
定
行
為

が
27
年
の
10
月
で
拡
大
さ
れ
る
特
定
看
護
師
と
い
う

の
が
出
て
く
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
ま
さ
に
こ
の

方
と
同
じ
よ
う
な
形
な
ん
で
す
が
、
オ
ラ
ン
ダ
の

ナ
ー
ス
プ
ラ
テ
ィ
ク
シ
ョ
ナ
ー
は
ふ
だ
ん
の
数
値
の

管
理
と
か
を
一
手
に
引
き
受
け
て
い
て
、
も
し
も
何

か
が
あ
っ
た
と
き
に
ド
ク
タ
ー
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
と

い
う
体
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。
オ
ラ
ン
ダ
は
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
の
数
値
と
か
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
数
値
と
か

が
改
善
し
た
と
き
に
診
療
所
に
お
金
が
支
払
わ
れ
る

と
い
う
仕
組
み
で
す
。
日
本
で
そ
う
い
う
仕
組
み
が

入
れ
ら
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
別
問
題
と
し

て
、
ポ
イ
ン
ト
制
と
い
う
の
を
こ
れ
か
ら
つ
け
て
い

こ
う
じ
ゃ
な
い
か
、
保
険
者
で
あ
る
と
か
、
患
者
で

あ
る
と
か
、
医
療
機
関
に
対
し
て
何
ら
か
の
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
が
出
る
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
の
が
予
防

医
療
と
か
健
診
事
業
で
の
お
話
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

入
院
の
お
話
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
７
対
１
が
さ

ら
に
厳
し
く
と
い
う
こ
と
で
、
さ
ら
に
８
万
床
減
ら

し
て
い
か
な
い
と
４
分
の
１
削
減
と
い
う
目
標
に
は

達
し
な
い
。
前
回
の
改
定
で
は
７
対
１
の
要
件
を
厳

し
く
す
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
今
回

は
入
院
基
本
料
と
か
を
も
う
下
げ
る
と
い
う
の
が
既

に
財
務
省
の
ほ
う
か
ら
論
点
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
す
。
で
も
、
こ
れ
は
７
対
１
だ
け
で
済
ま
な

い
と
思
う
ん
で
す
。
今
回
の
介
護
報
酬
改
定
は
ど
う

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。施
設
も
在
宅
も
か
か
わ
ら
ず
、

全
サ
ー
ビ
ス
が
基
本
サ
ー
ビ
ス
費
を
ど
ん
と
下
げ
ら

れ
て
、
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
対
し
て
加
算
を
つ

け
て
あ
げ
る
と
い
う
方
式
で
し
た
。
多
分
診
療
報
酬

改
定
で
も
同
じ
よ
う
に
来
る
と
思
い
ま
す
。
入
院
基

本
料
は
、
７
対
１
だ
ろ
う
と
10
対
１
だ
ろ
う
と
13
対

１
だ
ろ
う
と
み
ん
な
下
げ
て
、
重
症
度
、
看
護
必
要

度
が
高
い
と
こ
ろ
は
加
算
を
つ
け
て
あ
げ
ま
す
と

か
、
在
宅
復
帰
率
が
高
い
と
こ
ろ
は
加
算
を
つ
け
て

あ
げ
ま
す
と
か
、
そ
う
い
う
形
で
誘
導
し
て
く
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
の
が
こ
ち
ら
の
文
言
に
な
っ

て
き
ま
す
。
こ
の
太
い
矢
印
の
中
に
載
っ
て
い
る
医

療
機
関
と
い
う
の
が
こ
の
在
宅
復
帰
の
流
れ
に
乗
っ

て
い
る
病
棟
。
逆
に
言
え
ば
、
こ
の
中
に
載
っ
て
い

な
い
と
こ
ろ
と
い
う
の
が
こ
れ
か
ら
は
生
き
残
っ
て

い
く
の
が
難
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
医
療
療
養
病
棟

で
い
え
ば
在
宅
復
帰
率
50
％
以
上
、
老
健
で
い
え
ば

在
宅
復
帰
率
が
30
％
超
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
が
こ

の
波
に
乗
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
の
届
け
出
の
割
合
に
な
り
ま
す
け
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れ
ど
も
、
福
岡
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
全
国
平
均
よ

り
も
ち
ょ
っ
と
多
め
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
地
域
包
括
ケ
ア
に
関
し
て
は
こ
れ
か
ら
競
争
が

か
な
り
厳
し
く
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
お
と
と

い
訪
問
し
た
病
院
は
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
を
50
床
ぐ

ら
い
持
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ど
ん
ど
ん
、

ど
ん
ど
ん
稼
働
率
が
下
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
い
ろ

ん
な
要
因
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
在
院
日
数
が
、
そ

の
病
院
は
地
域
包
括
ケ
ア
40
日
ぐ
ら
い
で
回
し
て
い

ま
し
て
、
40
日
で
回
す
と
か
な
り
高
回
転
な
の
で
、

や
っ
ぱ
り
空
い
て
し
ま
う
。
昔
は
医
療
療
養
病
棟
と

し
て
運
営
し
て
い
て
60
日
ぐ
ら
い
で
回
し
て
い
た
も

の
を
今
は
40
日
で
回
し
て
い
ま
す
。
そ
し
た
ら
３
分

の
１
は
ベ
ッ
ド
が
空
い
ち
ゃ
う
わ
け
で
す
。
そ
ん
な

感
じ
で
、地
域
包
括
ケ
ア
で
在
宅
復
帰
に
ど
ん
ど
ん
、

ど
ん
ど
ん
頑
張
ろ
う
と
す
る
と
入
院
日
数
が
短
く
な

り
ベ
ッ
ド
が
空
い
て
く
る
。
そ
し
て
、
福
岡
な
ん
か

も
そ
う
な
ん
で
す
が
、
ほ
か
の
病
院
が
地
域
包
括
ケ

ア
を
ど
ん
ど
ん
つ
く
っ
て
く
る
と
競
争
が
激
化
し
て

く
る
。
在
宅
復
帰
で
き
る
患
者
さ
ん
が
欲
し
い
ん
で

す
と
思
っ
た
っ
て
、
そ
う
い
う
都
合
の
い
い
患
者
さ

ん
が
た
く
さ
ん
来
る
わ
け
で
は
な
く
て
、
手
間
の
か

か
る
患
者
さ
ん
が
来
た
り
と
か
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
で

地
域
包
括
ケ
ア
は
こ
れ
か
ら
競
争
の
時
代
に
な
っ
て

い
き
ま
す
。

　

多
分
き
ょ
う
出
席
さ
れ
て
い
る
方
で
回
復
リ
ハ
を

持
た
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
回
復

リ
ハ
は
や
っ
ぱ
り
一
般
的
に
は
利
益
率
が
高
い
病
棟

だ
と
い
う
ふ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
か
な
り

メ
ス
が
入
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
回
復
リ
ハ
で
一
番
懸

念
し
て
い
る
の
は
マ
ル
メ
に
さ
れ
る
こ
と
で
す
。
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料
が
今
は
出
来
高
で
算
定
で
き

て
い
る
も
の
が
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
を
参
考
に
マ

ル
メ
に
し
て
し
ま
え
ば
一
番
単
純
だ
と
。

　

あ
と
も
う
一
つ
は
、
福
岡
県
で
も
う
既
に
査
定
さ

れ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
運
動
器
リ
ハ

で
す
。
運
動
器
リ
ハ
に
関
し
て
は
、
４
単
位
を
超
え

て
は
余
り
効
果
が
変
わ
ら
な
い
と
い
う
よ
う
な
ス
タ

デ
ィ
も
出
て
い
る
の
で
、
９
単
位
と
い
う
の
は
も
う

認
め
ま
せ
ん
と
か
、
そ
う
い
っ
た
形
で
疾
患
別
に
単

位
数
の
制
限
を
設
け
て
き
た
り
と
か
、
あ
と
90
歳
以

上
の
方
の
リ
ハ
ビ
リ
に
関
し
て
７
単
位
以
上
は
認
め

な
い
と
か
と
い
う
の
は
福
岡
で
多
分
査
定
が
あ
っ
た

り
す
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
年
齢

別
で
査
定
す
る
と
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
回

復
期
リ
ハ
に
関
し
て
は
今
ま
で
と
は
違
っ
て
利
益
部

門
で
は
な
く
な
っ
て
く
る
と
い
う
の
が
言
え
る
わ
け

で
す
。

　

大
体
こ
こ
ま
で
で
病
院
部
門
の
お
話
を
お
お
む
ね

し
た
つ
も
り
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
こ
か
ら
介
護

報
酬
の
お
話
を
し
て
い
き
ま
す
。
介
護
報
酬
の
お
話

を
す
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
き
ょ
う
は
病
院
の
方
が

メ
イ
ン
と
い
う
ふ
う
に
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
病
院
に
与
え
る
影
響
と
い
う
観
点
で
お
話
し
し

た
い
な
と
思
い
ま
す
。
各
サ
ー
ビ
ス
が
こ
う
な
り
ま

し
た
と
か
と
い
う
話
は
今
さ
ら
し
て
も
あ
れ
な
の

で
、
あ
く
ま
で
も
病
院
に
対
す
る
影
響
、
そ
れ
か
ら

診
療
報
酬
に
向
け
て
と
い
う
観
点
で
お
話
し
し
た
い

と
思
う
ん
で
す
が
、
ま
ず
介
護
報
酬
の
改
定
率
は

３.

９
２
％
、
こ
の
改
定
率
と
い
う
の
が
恐
ら
く
診

療
報
酬
改
定
だ
っ
て
同
じ
よ
う
な
マ
イ
ナ
ス
と
い
う

の
が
あ
り
得
る
。

　

26
年
改
定
か
ら
28
年
改
定
ま
で
の
流
れ
と
い
う
こ

と
に
な
る
ん
で
す
が
、
26
年
改
定
は
な
る
べ
く
早
く

家
に
帰
っ
て
ね
と
い
う
在
宅
復
帰
が
メ
イ
ン
。
そ
し

て
、
こ
の
家
に
帰
っ
た
方
が
中
重
度
と
か
認
知
症
の

自
立
度
が
３
以
上
の
方
で
も
診
ら
れ
る
よ
う
に
し
よ

う
と
い
う
の
が
27
年
の
介
護
報
酬
改
定
。
そ
し
て
、

在
宅
の
看
取
り
を
ふ
や
し
て
い
こ
う
じ
ゃ
な
い
か

と
。
そ
れ
を
受
け
て
28
年
の
改
定
が
来
ま
す
。
病
棟

数
字
３
兄
弟
、
私
が
名
づ
け
て
い
る
も
の
で
す
け
れ

ど
も
、
平
均
在
院
日
数
、
そ
れ
か
ら
看
護
必
要
度
、

在
宅
復
帰
率
と
い
う
こ
の
３
本
柱
の
要
件
を
も
っ
と

厳
し
く
す
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
の
が
28
年
の
改

定
で
す
。
利
用
者
の
負
担
も
ど
ん
ど
ん
、
ど
ん
ど
ん

重
く
な
っ
て
き
ま
す
。
消
費
税
も
そ
う
で
す
け
れ
ど

も
、
介
護
の
負
担
割
合
と
か
医
療
の
負
担
割
合
と
い

う
の
も
ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
く
る
。

　

そ
し
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
と
い
う
の
が
27
年

の
10
月
か
ら
入
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
が
結
構
く
せ
者

に
な
っ
て
き
ま
す
。
今
ま
で
は
給
与
と
か
年
金
の
金

額
で
負
担
割
合
と
い
う
の
が
１
割
負
担
と
か
２
割
負

担
と
か
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
と
い
う
の
が
入
っ
て
く
る
と
、
預
貯
金

の
金
額
が
ど
の
ぐ
ら
い
持
っ
て
い
る
の
か
と
い
う

の
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
の
で
、
高
齢
者
の
方

は
平
均
で
１
，５
０
０
万
円
ぐ
ら
い
預
貯
金
を
持
た

れ
て
い
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、 

１
，５
０
０
万
円
持
っ
て
い
る
ん
だ
っ
た
ら
別
に
２

割
負
担
、
３
割
負
担
で
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
と
か
と

い
う
よ
う
な
議
論
が
出
て
く
る
の
で
、
収
入
だ
け
で

は
な
く
て
預
貯
金
が
わ
か
っ
て
く
る
と
こ
の
負
担
割

合
と
い
う
の
は
ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
く
る
。
負
担
割
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合
が
上
が
っ
て
く
る
と
ど
う
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
が
経

営
者
側
に
あ
る
の
か
と
い
う
と
、
受
診
抑
制
と
か

サ
ー
ビ
ス
の
抑
制
と
い
う
の
が
考
え
得
る
わ
け
で

す
。
今
ま
で
は
通
所
リ
ハ
を
週
２
日
利
用
し
て
い
た

け
れ
ど
も
、
ち
ょ
っ
と
週
１
回
で
勘
弁
し
て
く
だ
さ

い
、
外
来
だ
っ
て
日
数
を
も
う
ち
ょ
っ
と
減
ら
し
た

い
ん
だ
、
入
院
の
日
数
だ
っ
て
１
日
早
く
帰
し
て
ほ

し
い
と
か
、
や
っ
ぱ
り
そ
う
い
う
よ
う
な
経
済
的
な

動
機
と
い
う
の
が
患
者
さ
ん
側
に
出
て
く
る
と
い
う

の
が
こ
の
負
担
の
割
合
の
変
化
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
き
ま
す
。

　

こ
の
写
真
は
ベ
ル
リ
ン
の
壁
の
写
真
で
す
。
医
療

と
介
護
と
い
う
の
は
す
ご
く
壁
が
厚
い
な
と
い
う
ふ

う
に
い
つ
も
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
病
院
の
方
は

介
護
の
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
ず
、
逆
は
あ
ま
り
知
ら

ず
と
い
う
世
界
が
あ
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ

か
ら
生
き
残
っ
て
い
け
る
医
療
法
人
の
１
つ
の
像
と

し
て
あ
る
の
は
医
療
と
介
護
を
う
ま
く
情
報
と
し
て

連
携
で
き
て
い
る
と
こ
ろ
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
数

値
を
お
互
い
知
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
大
事
な
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
病
院
に
入
院
さ

れ
た
患
者
さ
ん
の
要
介
護
度
が
幾
つ
な
の
か
、
介
護

施
設
に
行
っ
た
方
の
医
療
区
分
が
２
な
の
か
３
な
の

か
１
な
の
か
と
か
、
そ
う
い
う
デ
ー
タ
を
法
人
グ

ル
ー
プ
と
し
て
、
も
し
く
は
連
携
し
て
い
る
事
業
所

と
持
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
大
事
な
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
デ
ー
タ
を
加
工

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
要
介
護
度
３
か
ら
５
の
方
の
割

合
が
今
現
状
で
は
こ
の
ぐ
ら
い
で
す
。
だ
か
ら
、
ま

だ
要
介
護
度
１
と
か
２
の
方
は
受
け
ら
れ
ま
す
よ
と

か
、
そ
う
い
う
形
で
数
値
の
把
握
の
仕
方
の
工
夫
を

す
る
と
い
う
の
も
大
事
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い

ま
す
。

　

介
護
報
酬
の
改
定
は
こ
う
い
う
や
り
方
で
や
っ
て

き
ま
し
た
。
基
本
サ
ー
ビ
ス
費
を
み
ん
な
下
げ
て
、

頑
張
っ
た
ら
多
少
は
加
算
を
つ
け
て
あ
げ
ま
す
よ

と
、
こ
う
い
う
や
り
方
が
診
療
報
酬
で
も
来
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
話
で
す
。
介
護
報
酬
改
定
で
、

自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
す
る
と
い
う
こ
と
で

自
助
と
い
う
の
が
す
ご
く
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
共
助

か
ら
自
助
へ
と
い
う
流
れ
に
な
り
ま
す
。
ど
の
道
、

保
険
で
見
る
も
の
と
い
う
の
は
、
だ
ん
だ
ん
、
だ
ん

だ
ん
財
政
が
苦
し
く
な
っ
て
く
る
の
で
自
助
と
い
う

の
が
強
調
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
き
ょ
う
最
後
に
ご
紹

介
し
て
い
る
夢
の
み
ず
う
み
村
と
い
う
の
が
、
ま
さ

に
自
助
を
促
す
よ
う
な
施
設
で
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

で
運
営
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
い
う
こ
と
も
言
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
介
護

給
付
に
関
し
て
は
、
要
支
援
者
、
要
介
護
度
１
、

２
に
関
し
て
は
も
う
つ
け
な
い
よ
と
。
逆
に
言
え

ば
、
要
介
護
度
３
か
ら
５
の
方
に
限
定
し
て
い
く
よ

と
い
う
の
が
財
務
省
の
本
音
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

き
ま
す
。
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
出
て
く
る
の
は
介
護

の
難
民
で
あ
り
、
医
療
の
難
民
、
そ
う
い
う
方
が
ど

ん
ど
ん
出
て
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で

す
。
要
介
護
度
１
、２
、
要
支
援
の
方
と
い
う
の
も

難
民
の
１
つ
。
そ
し
て
、
医
療
で
言
う
と
医
療
区
分

１
の
方
の
行
き
場
が
な
く
な
っ
て
く
る
。
逆
に
言
え

ば
、
そ
う
い
う
方
を
ど
こ
で
診
る
の
か
と
い
う
問
題

が
出
て
き
ま
す
。
せ
っ
か
く
佐
賀
県
で
は
お
泊
ま
り

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
宅
老
所
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
そ

こ
で
そ
う
い
う
方
を
見
ら
れ
て
い
た
の
に
、
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
機
能
し
て
い
た
の
に
、
１
人

当
た
り
の
部
屋
平
米
が
7.3
平
米
以
上
で
あ
る
と
か
、

定
員
に
関
し
て
は
９
名
以
下
で
と
か
、
４
日
を
超
え

て
入
所
す
る
場
合
に
は
報
告
書
を
出
し
て
ほ
し
い
と

か
、
確
か
に
尊
厳
と
い
う
意
味
で
は
大
事
な
こ
と
か

も
し
れ
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
結
局
こ
う
い
う
と

こ
ろ
と
リ
ン
ク
し
て
き
て
し
ま
う
。

　

職
種
の
役
割
の
変
化
と
い
う
と
こ
ろ
で
い
く
と
、

医
師
と
か
看
護
職
員
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
と
い
う
の
が
30

年
４
月
に
向
け
て
変
わ
っ
て
い
く
。
こ
の
定
期
的
な

診
察
の
矢
印
が
出
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
の

き
っ
か
け
に
な
る
の
が
27
年
10
月
の
看
護
師
の
特
定

行
為
の
拡
大
と
い
う
こ
と
で
す
。
ふ
だ
ん
の
病
状
観

察
と
か
に
関
し
て
は
訪
問
看
護
職
員
が
や
り
、
も
し

も
何
か
が
あ
っ
た
ら
ド
ク
タ
ー
の
ほ
う
で
診
る
、
そ

う
い
う
考
え
方
で
す
。
そ
し
て
、
今
回
の
介
護
報
酬

改
定
と
関
連
し
て
い
る
の
は
こ
の
セ
ラ
ピ
ス
ト
で

す
。
Ｐ
Ｔ
︱
Ｏ
Ｔ
︱
Ｓ
Ｔ
の
役
割
と
い
う
の
が
、
今

回
の
改
定
で
計
画
と
か
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
中
心
と
し

て
や
る
の
が
Ｐ
Ｔ
︱
Ｏ
Ｔ
︱
Ｓ
Ｔ
で
、
ふ
だ
ん
の
リ

ハ
ビ
リ
を
や
る
の
は
別
に
Ｐ
Ｔ
︱
Ｏ
Ｔ
︱
Ｓ
Ｔ
で
な

く
て
も
介
護
職
員
と
か
看
護
師
で
も
い
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
、
そ
う
い
う
考
え
方
が
出
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

す
。
な
の
で
、
介
護
職
員
に
関
し
て
は
30
年
４
月
で

機
能
訓
練
と
か
と
い
う
の
が
入
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

在
宅
復
帰
を
し
た
後
の
リ
ハ
ビ
リ
に
関
し
て
は
、

今
ま
で
維
持
期
リ
ハ
と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
が
、
用

語
が
変
わ
っ
て
生
活
向
上
リ
ハ
ビ
リ
と
い
う
こ
と
で

言
葉
が
変
わ
り
ま
し
た
。
漫
然
と
リ
ハ
ビ
リ
を
や
ら

な
い
で
く
れ
よ
、
退
院
し
て
か
ら
の
リ
ハ
ビ
リ
に
関

し
て
は
６
カ
月
を
超
え
て
や
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
、
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そ
う
い
う
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
出
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
す
。
そ
し
て
、
期
間
の
制
限
だ
け
で
は
な
く
て

日
常
の
生
活
を
意
識
し
た
リ
ハ
ビ
リ
を
や
っ
て
ほ
し

い
、そ
う
い
う
考
え
方
が
出
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

介
護
福
祉
士
か
ら
こ
の
矢
印
が
右
下
に
家
事
援
助
と

い
う
の
が
行
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
保
険

で
も
う
つ
け
な
い
よ
、
家
事
援
助
に
関
し
て
は
も
う

つ
け
な
い
よ
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
っ
て
き
ま

す
。そ
れ
は
財
務
省
の
ほ
う
で
も
言
っ
て
い
ま
し
て
、

こ
ち
ら
に
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
特
に
訪
問
介
護
の

生
活
援
助
で
す
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
原
則
自
己
負

担
と
す
る
。
調
理
と
か
洗
濯
と
か
掃
除
と
か
に
関
し

て
丸
投
げ
で
お
願
い
し
て
い
る
、
そ
う
い
う
サ
ー
ビ

ス
に
関
し
て
は
自
己
負
担
な
ん
だ
と
。
こ
こ
に
は
書

い
て
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
も
う
一
つ
自
己
負
担
に

す
べ
き
だ
と
財
務
省
が
言
っ
て
い
る
の
は
、
い
わ
ゆ

る
総
合
事
業
で
す
。
市
町
村
の
ほ
う
に
管
轄
を
移
す

要
支
援
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
は
、
も
う

自
己
負
担
と
す
べ
き
じ
ゃ
な
い
か
、
全
額
１
０
０
％

負
担
と
す
べ
き
じ
ゃ
な
い
か
、
そ
う
い
う
話
ま
で

持
っ
て
き
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

そ
れ
で
は
、
看
取
り
の
お
話
に
行
き
ま
す
。
今
回

の
介
護
報
酬
改
定
は
か
な
り
下
げ
て
い
る
わ
け
で
す

け
れ
ど
も
、
看
取
り
を
行
っ
て
い
る
よ
う
な
施
設
と

か
在
宅
は
あ
る
程
度
加
算
を
つ
け
て
あ
げ
ま
し
ょ

う
、
特
養
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
老
健
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
で
加
算
を
つ
け
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
と
。
施
設
で
の
看
取
り
が
ふ
え
て
く
れ
ば
病

院
の
稼
働
率
が
下
が
る
と
い
う
意
味
で
病
院
の
ほ
う

に
影
響
し
て
く
る
。
特
に
こ
の
看
取
り
の
中
で
老
衰

の
看
取
り
と
い
う
の
を
施
設
で
や
っ
て
ほ
し
い
と
。

　

こ
の
写
真
は
佐
賀
県
の
織
田
病
院
さ
ん
の
ゆ
う
あ

い
ビ
レ
ッ
ジ
に
あ
る
有
料
老
人
ホ
ー
ム
で
す
。
27
室

あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
去
年
５
人
看
取
っ
た
そ
う
で

す
。
５
人
は
全
員
病
院
に
搬
送
せ
ず
に
有
料
老
人

ホ
ー
ム
で
看
取
っ
た
そ
う
で
す
。
な
ぜ
こ
の
ゆ
う
あ

い
ビ
レ
ッ
ジ
の
有
料
老
人
ホ
ー
ム
は
全
員
看
取
れ
て

い
る
か
と
い
う
と
、
看
護
職
員
が
昼
間
だ
け
で
は
な

く
て
夜
も
い
る
と
い
う
の
が
１
つ
。
も
う
一
つ
は
、

ド
ク
タ
ー
２
名
が
訪
問
診
療
に
行
っ
て
い
て
、
何
か

看
取
り
の
場
面
に
な
っ
た
場
合
で
も
す
ぐ
に
駆
け
つ

け
ら
れ
る
と
い
う
の
が
こ
の
有
料
老
人
ホ
ー
ム
で
看

取
れ
て
い
る
理
由
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
ふ
う

に
思
い
ま
す
。
あ
と
も
う
一
つ
は
、
入
居
者
に
対
し

て
、
こ
こ
で
看
取
る
、
そ
れ
を
前
提
に
入
所
し
て
く

だ
さ
い
と
い
う
こ
と
を
説
明
す
る
か
ら
こ
こ
で
看
取

れ
て
い
る
。
そ
う
い
う
よ
う
な
施
設
が
す
ぐ
に
ふ
え

て
く
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
け
れ
ど
も
、
徐
々
に
ふ

え
て
く
る
。
そ
う
す
る
と
病
院
の
稼
働
率
が
下
が
っ

て
く
る
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
５
％
か
ら
６
％
下
が
っ

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
中
重
度
の
方
、
要
介
護
度
４

と
か
５
と
か
、
そ
う
い
っ
た
方
を
見
て
く
れ
れ
ば
加

算
を
つ
け
て
あ
げ
ま
す
よ
と
。

　

実
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
見
学
し
に
行
っ
た

写
真
が
こ
ち
ら
で
す
。
こ
れ
は
お
手
元
の
資
料
に
多

分
な
い
と
思
い
ま
す
。
東
京
の
板
橋
区
に
あ
る
マ
イ

ラ
イ
フ
徳
丸
と
い
う
78
床
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

で
す
。
な
ぜ
こ
こ
の
施
設
を
ご
紹
介
し
て
い
る
の
か

と
い
う
と
、
今
回
の
介
護
報
酬
改
定
を
受
け
て
と
い

う
よ
り
は
、
介
護
報
酬
改
定
の
前
か
ら
経
口
維
持
活

動
と
い
う
の
を
取
り
組
ん
で
い
る
施
設
で
す
。
口
で

食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
Ｖ
Ｅ
を
実
施
し
て
嚥
下
機
能
を

チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
と
か
、
嚥
下
機
能
が
す
ぐ
れ
て
な

い
方
に
関
し
て
の
食
事
の
提
供
を
変
え
た
り
と
か
、

そ
う
い
う
こ
と
を
き
め
細
や
か
に
や
る
こ
と
に
よ
っ

て
病
院
に
対
す
る
搬
送
が
減
っ
た
、
特
に
誤
嚥
性
肺

炎
の
入
院
が
減
っ
た
と
い
う
ス
タ
デ
ィ
が
後
で
出
て

き
ま
す
。
結
構
こ
の
施
設
は
見
学
の
方
が
来
て
い
る

よ
う
で
、
厚
生
労
働
省
も
モ
デ
ル
に
し
て
い
る
施
設

の
１
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
が
Ｖ
Ｅ
で
実
施
す
る
内
視
鏡
で
す
。
内
視
鏡

を
使
っ
て
嚥
下
の
機
能
が
ど
う
な
の
か
。
そ
し
て
、

こ
れ
が
ネ
ブ
ラ
イ
ザ
ー
で
ク
エ
ン
酸
を
出
し
て
咳
き

込
む
か
ど
う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
い
う
テ
ス
ト
も

や
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
が
ミ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
で
、
今
回
の
介
護
報
酬

改
定
を
受
け
て
、
こ
の
ラ
ウ
ン
ド
を
し
て
そ
れ
ぞ
れ

の
方
の
歯
が
ど
れ
ぐ
ら
い
の
本
数
あ
る
の
か
と
か
、

食
べ
た
と
き
の
様
子
は
ど
う
な
の
か
と
い
う
の
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
が
食
事
、
い
ろ
ん
な
パ
タ
ー
ン
の
食
事
な
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
す
ご
く
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。
こ
れ
だ
け
ミ
キ
サ
ー
食
と
か
、
い
ろ
ん

な
種
類
の
食
事
を
つ
く
る
と
コ
ス
ト
が
か
か
る
み
た

い
で
、
委
託
の
給
食
の
業
者
が
こ
こ
何
年
間
で
５
回

変
わ
っ
た
そ
う
で
す
。そ
の
ぐ
ら
い
手
間
が
か
か
る
。

　

こ
れ
は
お
手
元
の
資
料
に
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う

か
。
こ
こ
が
大
事
な
と
こ
ろ
で
、
９
３
３
日
か
ら

１
９
０
日
に
誤
嚥
性
肺
炎
の
延
べ
の
入
院
日
数
が

減
っ
た
と
い
う
お
話
に
な
り
ま
す
。
経
口
維
持
活
動

を
取
り
組
ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て
病
院
へ
の
搬
送
が
減

る
。
そ
も
そ
も
誤
嚥
性
肺
炎
に
な
る
確
率
が
減
っ
て
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き
て
、
再
入
院
の
数
も
減
っ
た
り
と
か
、
入
院
し
た

と
し
て
も
、
今
ま
で
は
30
日
入
院
し
て
い
た
か
も
し

れ
な
い
け
れ
ど
も
、
12
日
で
済
ん
だ
と
か
、
そ
う

い
っ
た
形
で
日
数
が
減
っ
て
、
病
院
側
か
ら
見
る
と

稼
働
率
が
減
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
と
し
て
は
空
け
っ
放
し
に
し
な
く
て
済

む
。
そ
の
方
は
そ
こ
に
住
ま
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
す

か
ら
、
病
院
に
入
院
さ
れ
る
こ
と
は
収
入
の
減
に
な

る
わ
け
で
す
。
こ
う
い
う
経
口
維
持
活
動
に
取
り
組

む
と
、
誤
嚥
性
肺
炎
だ
け
で
は
な
く
て
そ
の
他
の
入

院
も
減
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
他
の
入
院
は
ど
う
い

う
入
院
が
減
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
脱
水
で
あ
る
と

か
尿
路
感
染
症
、
発
熱
、
そ
う
い
っ
た
患
者
さ
ん
の

入
院
の
延
べ
日
数
も
減
っ
て
い
ま
す
。

　

な
の
で
、
介
護
報
酬
改
定
と
い
う
の
は
、
病
院
に

直
接
影
響
が
な
い
よ
う
に
見
え
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、

実
は
リ
ン
ク
し
て
い
て
、
介
護
施
設
と
か
が
経
口
維

持
活
動
を
取
り
組
ん
だ
り
と
か
、
看
取
り
を
ど
ん
ど

ん
ふ
や
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
病
院
へ

の
搬
送
が
減
り
、そ
し
て
稼
働
率
が
下
が
っ
て
く
る
、

そ
れ
が
介
護
報
酬
の
影
響
で
あ
り
ま
す
。

　

介
護
療
養
の
こ
こ
は
い
い
で
す
か
ね
。
介
護
職
員

の
不
足
の
と
こ
ろ
ま
で
飛
び
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
施
設
か
ら
在
宅
へ
、
在
宅
で
看
取
り
を

ふ
や
そ
う
と
か
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
く
る
と
、

や
っ
ぱ
り
こ
の
介
護
福
祉
士
の
不
足
と
い
う
の
が
一

番
大
き
な
問
題
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま

す
。
こ
の
写
真
は
、
織
田
病
院
さ
ん
の
ゆ
う
あ
い
ビ

レ
ッ
ジ
に
訪
問
し
た
と
き
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
方
と

お
話
を
し
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ど
の
ぐ
ら
い
日
本

語
の
能
力
が
あ
る
の
か
な
と
い
う
こ
と
で
一
緒
に
ラ

ン
チ
を
し
ま
し
た
。
日
常
会
話
に
関
し
て
は
２
人
と

も
全
然
問
題
な
し
で
す
。
現
場
に
行
っ
て
も
利
用
者

の
方
と
話
を
し
て
い
る
分
に
は
全
然
問
題
な
く
会
話

は
で
き
て
い
ま
す
。
で
も
、
ち
ょ
っ
と
１
つ
だ
け
問

題
は
あ
り
ま
し
た
。
記
録
で
す
ね
。
介
護
の
記
録
に

関
し
て
、
読
む
こ
と
に
関
し
て
は
ち
ょ
っ
と
難
し
い

な
と
。
漢
字
と
い
う
壁
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
方
に
は

す
ご
く
厚
い
な
と
い
う
感
じ
が
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
２
人
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
な
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
実
は
カ
ト
リ
ッ
ク
で
す
。
私
は
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
っ
て
は
み
ん
な
イ
ス
ラ
ム
教
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な

と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ

う
で
は
な
く
て
カ
ト
リ
ッ
ク
の
方
も
い
る
そ
う
で
、

こ
こ
の
ゆ
う
あ
い
ビ
レ
ッ
ジ
に
は
今
６
人
の
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
人
の
方
が
お
ら
れ
て
、
２
人
と
も
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
で
は
看
護
師
で
す
。
今
度
４
人
ふ
え
て
10
名
体

制
に
な
る
そ
う
で
す
。
や
っ
ぱ
り
外
国
人
の
方
を
入

れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
人
数
を
あ
る
程
度
ふ

や
し
て
い
か
な
い
と
帰
国
す
る
リ
ス
ク
と
い
う
の
が

結
構
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
で
も
、

６
人
と
か
10
人
に
な
っ
て
く
る
と
結
構
１
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
な
っ
て
く
る
の
で
、
や
っ
ぱ
り
な
か
な
か

帰
国
し
な
く
な
っ
て
き
ま
す
。
織
田
病
院
さ
ん
の
ス

タ
ッ
フ
が
い
な
い
と
き
に
２
人
聞
き
ま
し
た
。
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
に
帰
り
た
い
で
す
か
、
こ
こ
に
い
た
い
で

す
か
と
い
う
ふ
う
に
聞
い
た
ら
、
ず
っ
と
佐
賀
県
の

鹿
島
に
い
た
い
で
す
と
。
多
分
こ
れ
は
本
音
な
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
う
ん
で
す
。
そ
ん

な
感
じ
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
方
が
定
着
さ
れ
る
と
い

う
の
は
介
護
職
員
の
不
足
に
役
に
立
つ
。

　

こ
れ
が
最
後
に
ご
紹
介
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
生

活
向
上
リ
ハ
ビ
リ
で
す
。
上
が
病
院
で
、
在
宅
復
帰

し
た
後
の
流
れ
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
病
院
か
ら
在
宅
復
帰
し
た
後
の
リ
ハ
ビ
リ
に
関

し
て
は
６
カ
月
と
い
う
制
限
が
今
回
入
り
ま
し
た
。

３
と
６
と
い
う
数
字
が
鍵
に
な
る
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
退
院
し
た
後
３
カ
月
の
間
で
集
中
的
に
リ
ハ
ビ

リ
を
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
だ
け
れ
ど
も
、
６
カ
月
を

超
え
た
リ
ハ
ビ
リ
に
関
し
て
は
減
点
す
る
、
こ
れ
が

介
護
の
リ
ハ
ビ
リ
の
考
え
方
。
そ
し
て
、
も
う
一
つ

鍵
に
な
っ
て
く
る
の
が
卒
業
と
い
う
話
で
す
。
卒
業

と
い
う
段
階
が
２
段
階
あ
り
ま
す
。
病
院
か
ら
退
院

し
て
、
ま
ず
訪
問
リ
ハ
を
入
れ
、
そ
し
て
通
え
る
よ

う
に
す
る
と
い
う
の
が
１
つ
目
の
卒
業
。
そ
し
て
、

デ
イ
ケ
ア
で
専
門
的
な
リ
ハ
ビ
リ
を
行
い
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
と
か
自
宅
に
戻
れ
る
と
い
う
の
が
次
の
卒

業
の
段
階
と
い
う
こ
と
で
、
２
段
階
で
卒
業
を
設
け

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
が
生
活
向
上
リ
ハ
な
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ

と
な
ん
で
す
け
ど
、
マ
シ
ン
を
使
っ
た
リ
ハ
ビ
リ
と

か
歩
行
訓
練
が
中
心
だ
っ
た
と
い
う
の
が
今
ま
で
の

リ
ハ
ビ
リ
。
で
も
、
確
か
に
こ
の
リ
ハ
ビ
リ
も
い
い

ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
と
い

う
の
が
生
活
向
上
リ
ハ
の
考
え
方
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
が
最
後
に
ご
紹
介
す
る
夢
の
み
ず
う
み
村
と

い
う
こ
と
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
山
口
に
本
部
が

あ
っ
て
、
浦
安
と
、
あ
と
東
京
の
世
田
谷
に
も
支
部

が
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ま
さ
に
こ
こ
が
生
活
向

上
リ
ハ
の
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
。
見
学
し

に
行
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
見
学
料
を
取
ら
れ
ま

す
。
２
，０
０
０
円
取
ら
れ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

そ
れ
は
さ
て
お
い
て
、
こ
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
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て
は
厚
生
労
働
省
が
２
回
視
察
し
た
そ
う
で
す
。
去

年
の
12
月
と
こ
と
し
の
１
月
と
い
う
こ
と
で
２
回
視

察
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
を
モ
デ
ル
に
こ

れ
か
ら
生
活
向
上
リ
ハ
を
や
り
た
い
と
い
う
思
い
な

ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

代
表
の
方
は
Ｏ
Ｔ
で
す
。
Ｏ
Ｔ
な
の
で
こ
う
い
う

施
設
を
つ
く
れ
た
の
か
な
と
い
う
感
じ
が
い
た
し
ま

す
。
経
営
理
念
は
、「
人
生
に
定
年
は
あ
り
ま
せ
ん
」

と
。
仕
事
は
や
め
た
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
ま

だ
人
生
は
定
年
し
て
な
い
ん
だ
と
。

　

平
均
の
要
介
護
度
は
１
と
い
う
ふ
う
に
書
い
て
あ

り
ま
す
け
れ
ど
も
、
加
重
平
均
す
る
と
大
体
0.9
ぐ
ら

い
で
す
。
や
っ
ぱ
り
要
支
援
の
方
、
そ
れ
か
ら
要
介

護
度
１
、２
の
方
が
中
心
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
す
ご
く
ヒ
ン
ト
に
な
る
な
と
思
っ
た
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
皆
さ
ん
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
デ
イ
ケ

ア
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
女
性
の
方
が
多
く
な
い
で

す
か
。
多
分
女
性
の
割
合
が
７
割
と
か
８
割
と
か
、

そ
の
ぐ
ら
い
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
う
ん
で
す
が
、
こ

の
施
設
は
男
性
が
５
割
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
５

対
５
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
も
高
齢
者
に
な
っ
た
と

き
、
多
分
同
じ
思
い
を
す
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う

ん
で
す
が
、
み
ん
な
で
歌
を
歌
っ
た
り
体
操
を
し
た

り
と
か
と
い
う
の
は
嫌
だ
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い

る
方
が
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
こ
こ
の
施
設
で
は
、

マ
グ
ネ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
朝
来
た
と
き

に
自
分
の
や
り
た
い
サ
ー
ビ
ス
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
マ
ー
ジ
ャ
ン
を
や
る
の
も
よ
し
、
カ
ジ
ノ
を

や
る
の
も
よ
し
、
パ
ソ
コ
ン
を
見
る
の
も
よ
し
と
い

う
こ
と
で
、そ
れ
ぞ
れ
メ
ニ
ュ
ー
を
自
分
で
選
ん
で
、

別
に
集
団
活
動
に
参
加
し
て
も
い
い
し
、
何
を
や
っ

て
も
い
い
、
そ
う
い
う
考
え
方
な
の
で
多
分
男
性
が

多
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

　

独
自
通
貨
の
ユ
ー
メ
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
て
、

当
然
外
に
出
る
と
使
え
な
い
ん
で
す
が
、
お
金
を
絡

め
て
い
る
と
こ
ろ
が
や
っ
ぱ
り
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

コ
ー
ヒ
ー
１
杯
飲
む
に
も
こ
の
ユ
ー
メ
を
使
い
ま

す
。
た
だ
で
飲
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
ユ
ー
メ
を
た

く
さ
ん
持
っ
て
い
る
と
か
さ
ば
っ
て
し
ま
う
の
で
預

け
入
れ
を
す
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
あ
と
ユ
ー
メ
を

借
り
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
借
り
た
と
き
の
金
利
は

３
％
だ
そ
う
で
す
。
す
ご
く
高
い
な
と
い
う
ふ
う
に

思
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

　

ユ
ー
メ
を
た
め
る
に
は
、夢
を
決
意
し
た
り
と
か
、

あ
と
達
成
し
た
り
す
る
と
ユ
ー
メ
が
も
ら
え
た
り
し

ま
す
。

　

ス
ラ
イ
ド
は
、
飛
び
ま
し
て
、
こ
ち
ら
で
す
。
食

事
は
黙
っ
て
い
て
も
出
て
こ
な
い
ん
で
す
ね
。
ず
っ

と
座
っ
た
ま
ま
だ
と
出
て
こ
な
く
て
、
自
分
で
取
り

に
行
か
な
い
と
い
け
な
い
。
車
い
す
の
方
で
も
そ
う

だ
し
、
歩
い
て
行
け
る
方
で
も
そ
う
だ
し
、
自
分
の

マ
イ
食
器
を
持
っ
て
取
り
に
行
く
。
そ
し
て
、
返
す

と
き
に
も
自
分
で
返
し
に
行
く
。
だ
か
ら
、
そ
の
返

し
に
行
っ
た
り
取
り
に
行
っ
た
り
と
い
う
の
も
リ
ハ

ビ
リ
な
ん
だ
と
い
う
考
え
方
で
や
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
の
施
設
で
も
バ
リ
ア
フ
リ
ー
構
造
に
な
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
施
設
の
場
合
に
は
逆
に
バ

リ
ア
ア
リ
ー
で
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
坂
道
を
つ
け
た

り
と
か
、
ち
ょ
っ
と
し
た
段
差
が
あ
っ
た
り
す
る
わ

け
で
す
。
や
っ
ぱ
り
こ
う
い
う
ち
ょ
っ
と
し
た
段
差

で
こ
け
た
り
す
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
も
の
を
設

け
た
り
と
か
、
た
ん
す
が
至
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
り

と
か
、
あ
え
て
障
害
と
い
う
か
、
ハ
ー
ド
ル
を
設
け

て
い
る
。

　

通
路
に
あ
る
の
も
リ
ハ
ビ
リ
な
ん
で
す
ね
。
京
葉

線
の
駅
を
並
び
か
え
る
と
い
う
リ
ハ
ビ
リ
な
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
こ
う
い
う
リ
ハ
ビ
リ
を
や
れ
ば
何
ユ
ー

メ
も
ら
え
る
と
か
、
そ
う
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

自
立
歩
行
と
い
う
の
を
ど
ん
ど
ん
目
指
し
て
い
こ

う
と
い
う
こ
と
で
や
っ
て
い
て
、
私
が
行
っ
た
と
き

に
は
90
名
の
方
が
通
所
さ
れ
て
い
る
方
が
い
ま
し
た

が
、
４
名
の
方
だ
け
が
車
い
す
で
、
あ
と
は
自
立
歩

行
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
要
介
護
度
と
し
て

は
や
っ
ぱ
り
低
い
わ
け
で
す
。

　

階
段
が
す
ご
く
急
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
普
通
の
健

常
者
の
方
が
上
る
に
も
結
構
急
だ
な
と
思
う
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
実
は
見
学
を
案
内
し
て
く
れ
た
方
が
こ

の
写
真
に
写
っ
て
い
る
方
で
、
80
歳
の
要
支
援
２
の

男
性
の
方
で
し
た
。
病
院
の
見
学
と
か
施
設
の
見
学

し
に
行
く
と
、
普
通
そ
こ
の
ス
タ
ッ
フ
が
大
体
や
っ

て
く
れ
る
わ
け
で
す
が
、
こ
こ
の
施
設
の
場
合
に
は

利
用
者
の
方
が
案
内
し
て
く
れ
ま
す
。
利
用
者
の
方

が
案
内
す
る
こ
と
も
、
そ
れ
も
リ
ハ
ビ
リ
な
ん
だ
と

い
う
考
え
方
に
な
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
見
学
の

案
内
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
ユ
ー
メ
を
も
ら
う
こ

と
が
で
き
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ど
の
ぐ
ら
い
も
ら

え
る
ん
で
す
か
と
い
う
の
は
ち
ょ
っ
と
聞
き
忘
れ
て

し
ま
っ
て
、
多
分
す
ご
く
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
何
で
ま
な
い
た
に
く
ぎ
が
出
て
い
る
と
思

い
ま
す
か
。
す
ご
く
危
な
く
な
い
で
す
か
、
ま
な
い

た
か
ら
く
ぎ
が
出
て
い
て
。
こ
れ
は
脳
梗
塞
で
片
麻

痺
に
な
っ
た
方
で
も
料
理
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
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い
う
仕
組
み
で
、
魚
と
か
野
菜
を
こ
こ
に
刺
し
て
、

そ
し
て
片
手
だ
け
で
切
れ
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
や

り
方
に
な
り
ま
す
。
片
手
料
理
教
室
と
い
う
の
も

あ
っ
て
、
脳
梗
塞
で
麻
痺
に
な
っ
た
方
が
先
生
に

な
っ
て
料
理
教
室
を
や
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
そ

の
先
生
に
な
る
こ
と
も
リ
ハ
ビ
リ
な
ん
だ
と
い
う
考

え
方
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

よ
く
掃
除
リ
ハ
ビ
リ
と
い
う
の
を
や
っ
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
よ
う
で
す
け
れ
ど
も
、
調
理
も
洗
濯
も

リ
ハ
ビ
リ
な
ん
だ
と
。

　

普
通
の
施
設
に
行
く
と
、転
倒
す
る
の
が
危
な
い
、

転
倒
し
た
ら
ど
う
し
よ
う
、
訴
え
ら
れ
る
と
い
う
ふ

う
に
考
え
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
こ
の
施
設
は
逆

転
の
発
想
で
、転
倒
を
ふ
だ
ん
か
ら
練
習
し
よ
う
と
、

あ
え
て
足
場
の
悪
い
と
こ
ろ
を
つ
く
っ
て
、
そ
こ
で

歩
い
て
、
こ
け
た
と
き
に
ど
う
や
っ
て
手
で
支
え
れ

ば
い
い
の
か
と
い
う
の
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
と
い

う
の
が
こ
の
施
設
の
考
え
方
に
な
り
ま
す
。

　

と
い
う
こ
と
で
、
ち
ょ
っ
と
病
院
と
は
離
れ
た
お

話
も
し
た
か
も
し
れ
な
い
ん
で
す
が
、
病
床
機
能
報

告
を
テ
ー
マ
に
し
た
お
話
で
し
た
。
長
崎
と
か
佐
賀

と
か
福
岡
と
い
う
の
は
よ
く
行
く
地
域
で
、
医
療
費

が
す
ご
く
か
か
っ
て
い
る
都
道
府
県
で
、
国
の
ほ
う

も
か
な
り
注
目
し
て
い
る
地
域
だ
と
思
い
ま
す
。

ベ
ッ
ド
の
削
減
、
そ
れ
か
ら
入
院
医
療
費
の
削
減
と

い
う
も
の
を
か
な
り
進
め
て
い
か
な
い
と
国
の
ほ
う

は
納
得
し
な
い
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
特
に
１
年
間
、
こ
の
地
域
医
療
構
想
調
整

会
議
と
い
う
も
の
が
重
要
な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
。

　

以
上
で
す
。ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
拍
手
）

　

○
佐
田
座
長　

長
先
生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
せ
っ
か
く
の
機
会
で
す
か
ら
フ
ロ
ア
か
ら
ご

質
問
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。
何
で
も
結
構
で

す
。
大
塚
先
生
。

　

○
大
塚
名
誉
会
長　

地
域
医
療
連
携
推
進
法
、
今

国
会
に
こ
れ
が
出
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
参
加
資
格

と
し
て
は
医
療
法
人
の
非
営
利
法
人
と
い
う
こ
と

で
、
そ
れ
か
ら
医
政
局
の
総
務
課
長
、
土
生
さ
ん
が
、

大
学
病
院
、
そ
れ
か
ら
自
治
体
病
院
が
参
画
す
る
こ

と
を
検
討
し
て
お
る
と
い
う
こ
と
で
、
非
営
利
と
い

う
こ
と
。
普
通
の
医
療
法
人
は
収
益
事
業
に
入
っ
て

い
ま
す
ね
、
だ
か
ら
非
営
利
法
人
と
い
う
の
は
、
い

わ
ゆ
る
社
会
医
療
法
人
あ
る
い
は
特
定
医
療
法
人
の

と
こ
ろ
に
限
定
す
る
の
か
と
思
っ
て
、
そ
れ
で
大
学

病
院
、
自
治
体
病
院
、
そ
う
い
う
非
営
利
病
院
で
構

成
さ
れ
る
１
つ
の
大
枠
の
、
要
す
る
に
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
で
す
よ
ね
。
そ
れ
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
法
人
が
何
か
経
営
を
や
ろ
う
と
す
る
と
き
は
、
こ

の
連
携
推
進
法
人
の
意
向
を
聞
か
な
い
と
い
け
な
い

と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
法
律
の
原
案
の
中
に
入
っ
て

い
る
も
の
で
す
か
ら
、
な
か
な
か
ま
だ
は
っ
き
り
し

た
姿
は
見
え
な
い
け
ど
、
今
後
こ
れ
に
つ
い
て
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
つ
く
る
だ
ろ
う
と
は
思
い
ま
す
け
ど
。

　

○
長　

そ
の
と
お
り
で
す
ね
。
今
、
医
療
法
の
改

正
案
の
新
旧
対
照
表
の
条
文
を
見
る
と
先
生
の
お
っ

し
ゃ
る
と
お
り
で
、
参
加
資
格
に
な
る
法
人
に
関
し

て
は
ぼ
や
か
し
て
い
る
と
い
う
か
、
後
で
通
知
な
り

ガ
イ
ド
イ
ラ
ン
で
補
足
す
る
と
い
う
、
多
分
そ
う
い

う
法
律
の
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

○
大
塚
名
誉
会
長　

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
、
経
済

財
政
制
度
等
審
議
会
の
民
間
議
員
が
ベ
ッ
ド
数
を
下

げ
ろ
と
か
、
あ
る
い
は
診
療
報
酬
を
う
ん
と
下
げ
ろ

と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
中
医
協
の

連
中
も
越
権
行
為
だ
と
、
日
医
も
越
権
行
為
だ
と
、

お
ま
え
ら
が
医
療
に
関
す
る
こ
と
を
し
ゃ
べ
る
こ
と

は
控
え
ろ
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
す
け
ど
、
ど
う
な

る
ん
で
し
ょ
う
。

　

○
長　

結
局
あ
の
辺
は
、
厚
労
省
も
す
ご
く
賢
い

な
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
財
務
省
と
か
、
あ
と

経
済
学
者
に
言
わ
せ
て
い
る
と
い
う
か
、
直
接
厚
労

省
に
攻
撃
が
来
な
い
よ
う
に
あ
え
て
言
わ
せ
て
い
る

よ
う
に
思
う
ん
で
す
。
私
が
月
１
回
出
て
い
る
勉
強

会
で
も
厚
労
省
と
財
務
省
が
タ
ッ
グ
で
仲
良
く
一
緒

の
テ
ー
マ
で
話
を
し
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
う
意
味

で
い
く
と
、
あ
の
辺
は
情
報
共
有
も
す
ご
く
さ
れ
て

い
る
の
で
、
何
か
う
ま
く
利
用
し
て
い
る
な
と
い
う

の
が
厚
生
労
働
省
で
す
し
、
財
務
省
と
し
て
は
立
場

上
や
っ
ぱ
り
数
字
の
こ
と
を
言
う
と
い
う
こ
と
で
す

け
れ
ど
も
、
中
医
協
が
話
す
よ
う
な
内
容
を
先
に
話

し
ち
ゃ
っ
て
い
る
の
で
、
越
権
行
為
と
い
う
の
は
先

生
の
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
。

　

○
大
塚
名
誉
会
長　

私
は
厚
労
省
の
委
員
に

ち
ょ
っ
と
籍
を
置
い
て
お
り
ま
し
た
け
ど
、
大
体
法

律
を
つ
く
る
と
き
は
企
画
官
と
１
対
１
で
話
を
ず
っ

と
し
て
、
そ
し
て
原
案
を
つ
く
っ
て
審
議
会
に
か
け

て
い
ま
し
た
け
ど
、
厚
労
省
も
こ
の
流
れ
を
ど
う
集

約
し
て
い
く
の
か
、
産
業
医
大
の
松
田
さ
ん
が
二
、

三
日
前
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
の
が
メ
デ
ィ
フ
ァ
ク
ス
に

出
て
い
た
け
ど
、
過
剰
病
床
に
対
し
て
は
絶
対
手
を

つ
け
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
し
た

け
ど
、
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
。
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S p e c i a l  R e p o r t

　

○
長　

松
田
先
生
も
い
ろ
い
ろ
お
立
場
が
あ
る
と

思
う
の
で
、
な
か
な
か
言
い
づ
ら
い
と
い
う
の
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
で
す
け
ど
。

　

○
佐
田
座
長　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ほ

か
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

　

で
は
、
私
の
ほ
う
か
ら
。
今
７
対
１
の
病
床
が
な

か
な
か
減
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
昨
年
の
９
月
30

日
時
点
で
た
し
か
1.5
万
床
ぐ
ら
い
し
か
減
っ
て
な

い
。
先
生
の
講
演
で
は
８
万
床
ぐ
ら
い
は
減
ら
し
た

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
次
の
改
定
は
あ
と
１
年
以
内

で
来
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
多
分
先
生
が
言
っ
た

病
棟
数
字
３
兄
弟
で
す
か
、
あ
れ
を
厳
格
化
す
れ
ば

も
う
７
対
１
病
床
は
離
脱
し
て
い
か
な
く
ち
ゃ
い
け

な
い
。
ど
の
辺
の
線
で
お
さ
ま
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

　

○
長　

例
え
ば
、
減
ら
せ
る
分
に
は
、
４
分
の
１

じ
ゃ
な
く
て
３
分
の
１
で
も
厚
労
省
と
し
て
は
別
に

い
い
と
思
っ
て
い
る
は
ず
な
の
で
、
そ
う
い
う
意
味

で
は
３
兄
弟
の
数
字
で
、
例
え
ば
在
宅
復
帰
率
に
関

し
て
は
今
75
％
以
上
と
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
も
と

も
と
あ
れ
は
90
％
以
上
に
す
る
つ
も
り
で
、
だ
け
れ

ど
も
熊
本
の
済
生
会
病
院
と
か
あ
の
辺
が
満
た
せ
な

い
と
い
う
こ
と
で
75
％
に
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る

の
で
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
80
％
に
し
て
も
85
％
に

し
て
も
い
い
と
い
う
の
が
在
宅
復
帰
率
で
す
。
看
護

必
要
度
に
関
し
て
は
、
Ａ
項
目
を
見
直
し
を
す
れ
ば

簡
単
に
外
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
酸
素
と
か
心
電

図
と
か
、
あ
の
辺
を
外
せ
ば
簡
単
に
15
％
と
い
う
数

字
を
変
え
な
く
て
も
振
り
落
と
し
は
で
き
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
在
院
日
数
に
関
し
て

は
短
期
入
院
を
除
外
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
ポ
リ
ペ

ク
と
か
白
内
障
と
か
睡
眠
時
無
呼
吸
と
か
、
あ
の
辺

を
外
す
と
か
、
そ
う
い
う
の
が
こ
の
前
あ
っ
た
と
思

う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
じ
ゃ
、
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
も

外
す
と
か
、
何
か
そ
う
い
う
よ
う
な
日
数
そ
の
も
の

と
か
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
と
か
と
い
う
も
の
だ
け
で
は

な
く
て
、
要
件
の
設
定
の
仕
方
を
変
え
れ
ば
簡
単
に

削
減
は
で
き
る
の
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
う
ん
で
す

け
ど
。

　

○
佐
田
座
長　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

き
ょ
う
お
集
ま
り
の
と
こ
ろ
は
全
て
が
民
間
病
院
で

す
が
、
先
生
が
言
わ
れ
る
公
的
病
院
が
去
年
あ
た
り

か
ら
新
築
ラ
ッ
シ
ュ
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
要
す
る
に

病
床
を
減
ら
す
と
き
は
公
的
病
院
か
ら
減
ら
し
て
ほ

し
い
け
れ
ど
も
、
設
備
を
ど
ん
ど
ん
、
ど
ん
ど
ん
つ

く
っ
て
い
る
。
公
的
病
院
は
県
知
事
の
命
令
で
病
床

を
減
ら
す
と
こ
ろ
は
減
ら
せ
と
言
わ
れ
た
後
に
民
間

病
院
に
要
請
と
い
う
形
で
来
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
今
こ
の
流
れ
は
ど
う
な
ん
で
す
か
ね
。

　

○
長　

そ
こ
で
問
題
に
な
っ
て
く
る
の
は
、
こ
の

地
域
医
療
構
想
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
い
る

の
は
都
道
府
県
と
い
う
の
が
、結
構
こ
れ
が
プ
ラ
ス
・

マ
イ
ナ
ス
が
あ
っ
て
、
マ
イ
ナ
ス
が
大
き
い
と
思
う

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
都
道
府
県
が
主
導
に
な
っ
て
い

て
、
県
立
病
院
と
か
市
立
病
院
に
口
を
出
せ
る
の
か

と
い
う
と
、
立
場
上
な
か
な
か
出
せ
な
い
と
い
う
と

こ
ろ
も
あ
る
と
思
う
の
で
、
自
分
た
ち
の
フ
ィ
ー
ル

ド
で
す
か
ら
な
か
な
か
言
い
づ
ら
い
と
い
う
と
こ
ろ

が
あ
る
と
思
う
の
で
、
そ
こ
が
問
題
を
や
や
こ
し
く

し
て
い
る
よ
う
に
思
う
ん
で
す
。
な
の
で
、
都
道
府

県
の
ほ
う
も
す
ご
く
国
か
ら
言
わ
れ
て
困
っ
て
い
る

と
思
う
の
で
、
そ
う
い
う
意
味
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
人

が
必
要
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
は
思
っ
て
い
る
ん
で

す
。
だ
か
ら
長
崎
県
で
も
そ
う
い
う
話
が
あ
っ
た
と

き
に
、
や
っ
ぱ
り
毒
が
必
要
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
私

も
毒
に
は
な
れ
る
ん
で
す
が
、
私
の
父
が
も
っ
と
毒

を
持
っ
て
い
ま
し
て
、長
隆
と
い
う
者
が
い
ま
し
て
、

そ
う
い
う
者
を
例
え
ば
講
演
会
で
呼
ん
で
、
市
立
病

院
が
建
て
か
え
し
て
増
床
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
け

れ
ど
も
、
そ
れ
は
と
ん
で
も
な
い
と
か
、
そ
う
い
う

こ
と
を
マ
ス
コ
ミ
な
ど
を
通
じ
て
発
信
す
る
と
い
う

の
も
１
つ
の
や
り
方
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
て
、
地
方

紙
で
あ
る
と
か
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
を
利
用
す
る

と
言
う
の
も
あ
れ
な
ん
で
す
が
、
そ
れ
も
１
つ
の
や

り
方
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

○
佐
田
座
長　

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
フ
ロ
ア
か
ら
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

　

そ
れ
で
は
、
杉
専
務
理
事
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

○
杉
専
務
理
事　

長
先
生
、そ
れ
か
ら
佐
田
先
生
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
も
ち
ま
し
て
平
成
27
年
度
定
期
総
会
に
お

き
ま
す
特
別
講
演
会
を
終
了
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
引
き
続
き
、
こ
の
会
場
を
出
ら
れ
ま
し
て

右
側
の
部
屋
で
懇
親
会
の
準
備
を
い
た
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
皆
様
、
ど
う
ぞ
そ
ち
ら
の
ほ
う
に
ご
移
動

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
も
お
疲
れ
さ
ま

で
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
拍
手
）
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27 5 1627.5.16
⻑ 英 郎⻑ 英⼀郎⻑ 英 郎

30 430 430 4
26年度 27年度〜29年度26年度 27年度〜29年度年度

年28年2月28年2月
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地域医療構想 社会医療法人地域医療構想 社会医療法人地域医療構想 社会医療法人

非営利非営利 合併分割病院集約化非営利 合併分割病院集約化非営利 合併分割病院集約化ＨＤＨＤ

持分なし移⾏公⽴病院改⾰ 持分なし移⾏公⽴病院改⾰ 持分なし移⾏公⽴病院改⾰公⽴病院改⾰

『日本にも Mayo Clinicのような ホー『日本にも、Mayo Clinicのような、ホーy
ルディングカンパニ 型の⼤規模医療法人ルディングカンパニー型の⼤規模医療法人ルディングカンパニ 型の⼤規模医療法人
が き しかるべき』ができてしかるべき』ができてしかるべき』
（26年1月22日ダボス会議 安部総理）（26年1月22日ダボス会議 安部総理）（ 議 ）



― 36 ―

地域医療連携地域医療連携地域医療連携
推進法推進法人推進法人

Ａ医療法人 Ｂ医療法人Ａ医療法人 Ｂ医療法人Ａ医療法人 医療法人

般 50床交換一般 150床 一般 50床交換般 150床 般 50床交換

回復期 50床 医療療養 50床回復期 50床 医療療養 50床

回復期に転換回復期に転換回復期に転換

地域医療連携地域医療連携地域医療連携
推進法推進法人推進法人
資⾦融通資⾦融通資⾦融通
⼈材交流Ａ医療法人 Ｂ医療法人⼈材交流Ａ医療法人 Ｂ医療法人⼈材交流Ａ医療法人 医療法人⼈材交流

共同購入共同購入共同購入
融資融資融資融資

薬品・材料卸薬品 材料卸
⾦融機関⾦融機関⾦融機関
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地域医療連携地域医療連携
推進法人委託料 委託料推進法人

（グル プ事務本部）
委託料 委託料

（グループ事務本部）

保証保証保証
Ａ医療法人 Ｂ医療法人Ａ医療法人 Ｂ医療法人Ａ医療法人 医療法人

出資融資 出資融資 出資融資
⾦融機関 般社団法人⾦融機関 一般社団法人般社団法人

Ｓ看護学校Ｓ看護学校護 校

地域医療連携地域医療連携地域医療連携
推進法人推進法人

社員総会（法⼈が社員）社員総会（法⼈が社員）社員総会（法⼈が社員）

Ａ医療法人 Ｂ医療法人Ａ医療法人 Ｂ医療法人

任免任免任免

理事会理事会理事会
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営非営利ＨＤ非営利ＨＤ

医療法人 社会福祉法人医療法人 社会福祉法人医療法人 社会福祉法人

特別養護⽼人ホ ム病院 特別養護⽼人ホーム病院 特別養護⽼人ホ ム

＋＋＋
グル プホ ム⽼健 グループホーム⽼健

営非営利ＨＤ非営利ＨＤ

⺠間病院 公⽴病院⺠間病院 公⽴病院⺠間病院 公 病院

回復期一般病床 回復期般病床 回復期

＋＋
在宅復帰型

＋
在宅復帰型

地域包括ケア病床 医療療養地域包括ケア病床 医療療養
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「今年度中 新 公⽴病院改「今年度中に 新たな公⽴病院改「今年度中に、新たな公⽴病院改今年度中に、新たな公⽴病院改
⾰ガ 策定⾰ガイドラインを策定する 』⾰ガイドラインを策定する。』⾰ガイドラインを策定する。』
（ 月 経済財政運営と改⾰（6月24日 経済財政運営と改⾰（6月24日 経済財政運営と改⾰（ 月 日 経済財政運営 改⾰
基本方針）の基本方針）の基本方針））

プ公⽴病院改⾰プラン公⽴病院改⾰プラン公⽴病院改⾰プラン

地域医療構想地域医療構想 再編・ネット地域医療構想 再編・ネット
ワ ク化new ワーク化new

経営形態経営効率化 経営形態経営効率化 経営形態
変更経営効率化 変更変更
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「地域医療構想を踏まえ 公⽴「地域医療構想を踏まえ、公⽴「地域医療構想を踏まえ、公⽴
病院が果たすべき役割を明確化病院が果たすべき役割を明確化病院が果たすべき役割を明確化
するとともに 経営効率化や病するとともに、経営効率化や病するとともに、経営効率化や病

編 推院間の再編等を推進」院間の再編等を推進」院間の再編等を推進」

新設・建替新設・建替
30％30％30％

再編・ネット通常整備 再編・ネット通常整備 ワ ク化常 備
％ ワーク化

25％ ワ ク化
％25％ 40％40％
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100床に対し＠70 7万円100床に対し＠70.7万円100床に対し＠70.7万円

公⽴病院公⽴病院

４Ｆ ５０床 ０％４Ｆ ５０床 ０％４Ｆ ５０床 ０％

３Ｆ ５０床 ８０％３Ｆ ５０床 ８０％３Ｆ ５０床 ８０％
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福祉医療機構 ⺠間⾦融機関福祉医療機構→⺠間⾦融機関福祉医療機構→⺠間⾦融機関福祉医療機構→⺠間 融機関
（単位：億円）（単位：億円）

２６年度 ２７年度２６年度 ２７年度

医療貸付 1 536 1 321△14％医療貸付 1,536 1,321△14％1,536 1,321△14％

介護貸付 2 880 2 865％介護貸付 2,880 2,865△0.1％介護貸付 2,880 2,865△0.1％

（福祉医療機構 年度事業予算 概要）（福祉医療機構 27年度事業予算の概要）（福祉医療機構 27年度事業予算の概要）

⾼度急性期 一般急性期⾼度急性期 般急性期

回復期 ⻑期療養回復期 ⻑期療養回復期 ⻑期療養
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2015年 2025年2015年
床

2025年
床10,000床 7,500床10,000床 7,500床

⾼度急性期 750⾼度急性期 1 500 ⾼度急性期 750⾼度急性期 1,500

般急性期 3 000一般急性期 3,000
般急性期 5 000一般急性期 5,000,

回復期 1 500回復期 1,500

回復期 1,000回復期 1,000
慢性期慢性期 2,250,

慢性期 2 500慢性期 2,500

境界点境界点30 000円＞ 24 090円※境界点30,000円＞ 24,090円※境界点30,000円＞ 24,090円※
※入院単価40 000円－7対1入院基本料15 910円※入院単価40,000円－7対1入院基本料15,910円
リハビリテ ション料－リハビリテーション料

3 0003,000,

600600

225225

（ 年 地域 療構想検討会）（27年2月12日 地域医療構想検討会）



― 44 ―

回復期 ⻑期療養 の転換回復期 ⻑期療養への転換回復期、⻑期療養への転換復期 ⻑期療養 転換
遊休病床の削減遊休病床の削減遊休病床の削減

命令 要請命令 要請命令 要請命令 要

公的医療機関等 それ以外公的医療機関等 それ以外公的医療機関等 それ以外

療養病床⼊院受療率（人⼝に占める⼊院患者割合）療養病床⼊院受療率（人⼝に占める⼊院患者割合）

１１
高知

１
高知高知

３３３

（27年2月12日 地域医療構想検討会）（27年2月12日 地域医療構想検討会）
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『 療 分 算定 件 厳格化『医療区分２ ３の算定要件を厳格化『医療区分２、３の算定要件を厳格化
することが必要』することが必要』することが必要』
（ 年 月 日 財政制度等審議会）（27年4月27日 財政制度等審議会）（27年4月27日 財政制度等審議会）

・医師及び看護師により 常時監視・管理を実施し医師及び看護師により、常時監視 管理を実施し
状態（医療区分 ）ている状態（医療区分３）ている状態（医療区分３）

リハビリテ シ ンが必要な疾患が発症してから・リハビリテーションが必要な疾患が発症してからリハビリテ ションが必要な疾患が発症してから
30日以内（医療区分２）30日以内（医療区分２）日以内（医療区分 ）
脱⽔かつ発熱を伴う状態（医療区分２）・脱⽔かつ発熱を伴う状態（医療区分２）

かかりつけ医↑かかりつけ医↑かかりつけ医↑

重複投薬・重複投薬↓・重複投薬↓重複投薬↓
・残薬↓・残薬↓残薬↓

24
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『 Ｃ病院 機能評価係数 「後発『ＤＰＣ病院の機能評価係数Ⅱの「後発『ＤＰＣ病院の機能評価係数Ⅱの「後発
医薬品係数」について ⼊院医療で用い医薬品係数」について、⼊院医療で用い
られる薬剤に占める後発医薬品の割合にられる薬剤に占める後発医薬品の割合にられる薬剤に占める後発医薬品の割合に
応 加算 打 引 げ応じた加算の頭打ちを８０％へ引上げ』応じた加算の頭打ちを８０％へ引上げ』

（ 年 月 日 財政制度等審議会）（27年4月27日 財政制度等審議会）（27年4月27日 財政制度等審議会）

『非ＤＰＣ病院に対する 後発医薬品使『非ＤＰＣ病院に対する 後発医薬品使『非ＤＰＣ病院に対する、後発医薬品使
用割合に応じた診療報酬上の加減算措置用割合に応じた診療報酬上の加減算措置
の導⼊』の導⼊』の導⼊』

（27年4月27日 財政制度等審議会）（27年4月27日 財政制度等審議会）
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健康増進健康増進健康増進

健康ポイント健康ポイント健康ポイント

対 さらに厳しく7対1さらに厳しく7対1さらに厳しく7対1さらに厳しく
１／４削減１／４削減１／４削減

＋＋
△8万床△8万床

28（27年3月4日 中医協総会）（27年3月4日 中医協総会）
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『７対１病床要件厳格化に加え 同入『７対１病床要件厳格化に加え、同入
院基本料や各種加算を引下げて 対院基本料や各種加算を引下げて15対院基本料や各種加算を引下げて15対
１病床等との収益差を縮小』１病床等との収益差を縮小』病床等との収益差を縮小』

（27年4月16日 経済財政諮問会議）（27年4月16日 経済財政諮問会議）

（27年3月4日 中医協総会）
30

（27年3月4日 中医協総会）
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地域包括ケア病床届出割合地域包括ケア病床届出割合地域包括ケア病床届出割合
＜10 7％＜供給過多10.7％＜供給過多

31（27年3月4日 中医協総会）（27年3月4日 中医協総会）

回リハも厳しく回リハも厳しく回リハも厳しく

看護必要度 在宅復帰率看護必要度 在宅復帰率看護必要度 在宅復帰率

日常生活 ＡＤＬ日常生活 ＡＤＬ日常生活
機能評価 改善機能評価 改善機能評価 改善

9単位↓
32

9単位↓
32
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年介護報酬改定率27年介護報酬改定率27年介護報酬改定率27年介護報酬改定率

33

H26診 在宅復帰H26診 在宅復帰H26診 在宅復帰

中重度 認知症H27介 中重度・認知症H27介 中重度 認知症H27介 在宅看取り介 在宅看取り在宅看取り

H28診 病棟数字３兄弟H28診 病棟数字３兄弟H28診 病棟数字３兄弟
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消費税率 介護負担消費税率 介護負担消費税率 介護負担消費税率 介護負担

１０％ ⼀部２割１０％ ⼀部２割
８％

１０％ 部２割
８％８％

５％ １割５％ １割

9 4 26 4 29 4 12 4 27 89.4 26.4 29.4 12.4 27.8

36
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バ加算でカバ ？加算でカバー？加算でカバ ？

加算加算加算

基本基本基本
サ ビス費サービス費サ ビス費

基本基本
サ ビ 費サービス費サ ビス費

自分でできることは自分でする自分でできることは自分でする自分でできることは自分でする

互助↓自助↑ 互助↓自助↑ 互助↓自助↑ 助↓
ボランテ ア

↑
介護保険外 ボランティア介護保険外 ボランティア

ＮＰＯ介護保険外 ＮＰＯＮＰＯ

共助↓ 公助↓共助↓ 公助↓共助↓ 公助↓
医療保険 生活保護医療保険 生活保護
介護保険 障害者福祉介護保険 障害者福祉

38
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『（介護）給付に は ドイツ 韓『（介護）給付については ドイツ 韓『（介護）給付については、ドイツ、韓
国では中重度者のみが対象とされており国では中重度者のみが対象とされており、
日本の要支援者 要介護１ ２に相当す日本の要支援者、要介護１、２に相当す日本の要支援者、要介護１、２に相当す
軽度者 対象外る軽度者は対象外とされている 』る軽度者は対象外とされている。』

（ 年 月 日 財政制度等審議会）（27年4月27日 財政制度等審議会）（27年4月27日 財政制度等審議会）

現在 30年4月現在 30年4月

定期的 診察 在宅 療 始時 指導定期的な診察 在宅医療開始時の指導
医師

定期的な診察
急変時の対応

在宅医療開始時の指導
急変時の対応 指示医師 急変時の対応 急変時の対応・指示

看取り 看取り看取り 看取り

病状観察診療の補助 病状観察
看護職員 診療の補助 夜間を含む急変時の対応看護職員 療養上の世話 夜間を含む急変時の対応

看療養上の世話 看取り看取り

セラピス アセスメント 計画作成セラピス リハビリ実施 アセスメント・計画作成
ト リハビリ実施 困難ケースリハト 困難ケ スリハ

（ 2010年4月6日 地域包括ケア研究会報告書）
40

（ 2010年4月6日 地域包括ケア研究会報告書）
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現在 30年4月現在 30年4月

身体介護身体介護
身体介護一体の家事援助介護福祉 身体介護 身体介護 体の家事援助

機能訓練介護福祉
士

身体介護
家事援助 機能訓練士 家事援助 機能訓練

認知症⾼齢者の支援認知症⾼齢者の支援
基礎的医療ケア実施基礎的医療ケア実施

家事援助⺠間事業 配食 家事援助⺠間事業 配食 配食者・ＮＰ 移動介助 配食
移動介助者 ＮＰ

Ｏ等
移動介助

レクレ シ ン 移動介助Ｏ等 レクレーション 移動介助
レクレ ションレクレーション

（ 2010年4月6日 地域包括ケア研究会報告書）（ 2010年4月6日 地域包括ケア研究会報告書）
41

『軽度者に対する生活援助は 日常生『軽度者に対する生活援助は、日常生『軽度者に対する生活援助は、日常生
活で通常負担する費用であり 原則自活で通常負担する費用であり、原則自
己負担（ 部補助）の仕組みに切り替己負担（⼀部補助）の仕組みに切り替己負担（ 部補助）の仕組みに切り替

必える必要』える必要』

（27年4月27日 財政制度等審議会）（27年4月27日 財政制度等審議会）
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43

施設看取り↑ 病院の稼働率↓施設看取り↑ 病院の稼働率↓施設看取り↑ 病院の稼働率↓

100床あたり年間看取り件数 24 4〜11100床あたり年間看取り件数 24.4 11

有介護 有ホ グル プ特養 ⽼健 介護 有ホ
サ⾼住 グループ特養 ⽼健 介護

療養 サ⾼住 グル プ
ホ ム特養 ⽼健 療養 サ⾼住

等 ホーム療養 等 ホ ム等

9 9人 5 8人 29 2人 6 0人 4 8人9.9人 5.8人 29.2人 6.0人 4.8人人 人 人 人 人
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特養看取り要因特養看取り要因特養看取り要因
衰⽼衰 51 8％⽼衰 51.8％

⼼ 全⼼不全 15 7％⼼不全 15.7％

肺炎 11 0％肺炎 11.0％

がん 7 6％がん 7.6％

脳卒中 2 4％脳卒中 2.4％脳卒中

（平成 年度 特別養護⽼人ホ ムにおける看取り対応に関する調査研究事業）45（平成21年度 特別養護⽼人ホームにおける看取り対応に関する調査研究事業）

有料⽼⼈ホ ム 27室有料⽼⼈ホーム 27室有料⽼⼈ホ ム 27室
看取り率100％（26年度）看取り率100％（26年度）看取り率100％（26年度）

46
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特養 ほぼ 律↓特養 ほぼ一律↓特養 ほぼ 律↓↓

要介護要介護 ユニット型 多床室 従来型個室度 ユニット型 多床室 従来型個室度
△５ ６％ △５ ６％△５．６％ △５．６％

１〜５ 〜 〜 △５ ７％１〜５ 〜 〜 △５．７％
△５ ７％ △６ ３％△５．７％ △６．３％

要介護度４ ５ ７０％以上要介護度４〜５ ７０％以上要介護度４〜５ ７０％以上
認知症 ６５％以上or 認知症Ⅲ〜 ６５％以上or  認知症Ⅲ〜 ６５％以上

胃瘻 喀痰吸引 １５％以上or 胃瘻・喀痰吸引 １５％以上or  胃瘻・喀痰吸引 １５％以上

特養特養特養
8 7％8 7％8.7％

地域貢献活動地域貢献活動地域貢献活動
48
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特養 マイライフ徳丸特養 マイライフ徳丸特養 マイライフ徳丸
定78⼈定員78⼈定員

平均要介護度3 8平均要介護度3.8平均要介護度3.8
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933日933日（日） 経口維持活動933日（日） 経口維持活動
2000
933日 経口維持活動

2000

肺炎入院日数8割減肺炎入院日数8割減肺炎入院日数8割減
15001500

190日190日190日
10001000 誤嚥性肺炎誤嚥性肺炎

その他その他

500

0

18年度 19年度 20年度 21年度 22年度18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

（特別養護⽼人ホームマイライフ徳丸 ＶＥ導⼊による誤嚥性肺炎減少の効果）（特別養護⽼人ホ ムマイライフ徳丸 ＶＥ導⼊による誤嚥性肺炎減少の効果）
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喀痰吸引 経管栄養タ ミナル 喀痰吸引 or経管栄養ターミナル 喀痰吸引 or 経管栄養ターミナル
％以上％以上 50％以上10％以上 50％以上10％以上

介護療養介護療養介護療養介護療養
8 2％8.2％8.2％

重篤身体疾患 認知症重篤身体疾患 or認知症Ⅲb〜Ｍ重篤身体疾患 or 認知症Ⅲb〜Ｍ
％以上50％以上50％以上

55

介護療養強化型移⾏もマイナス介護療養強化型移⾏もマイナス介護療養強化型移⾏もマイナス介護療養強化 移⾏

従来型 前 従来型 従来型要介護 従来型 前 従来型 従来型要介護
↓ ↓ ↓度 ↓

従来型 後
↓

強化型
↓

強化型度 従来型 後 強化型Ａ 強化型Ｂ従来型 後 強化型Ａ 強化型Ｂ
△５ ２％△５．２％

１〜５ 〜 △１ ０％ △２ ５％１〜５ 〜 △１．０％ △２．５％
△５ ３％△５．３％



― 62 ―

処遇改善加算 現場負担増処遇改善加算 現場負担増処遇改善加算 現場負担増

介護職員介護職員介護職員
不⾜感不⾜感不⾜感
73 6％73 6％73.6％

ＷＬＢ 労基法ＷＬＢ・労基法ＷＬＢ・労基法
57

F インドネシアFromインドネシアFromインドネシア

58
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会話◯ 読み△ 記録？会話◯ 読み△ 記録？会話◯ 読み△ 記録？

59

一般 回リハ 地域包括ケア一般・回リハ・地域包括ケア般 回リハ 地域包括ケア
在宅復帰在宅復帰在宅復帰

訪問看護 訪問リハ訪問看護2W・訪問リハ3M訪問看護2W・訪問リハ3M

デイケアデイケアデイケア

デイサ ビデイサービスデイサービス
60
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生活向上リハ生活向上リハ？生活向上リハ？生活向上リハ？

61

千葉県浦安市 デイサ ビス千葉県浦安市 デイサービス千葉県浦安市 デイサ ス
株式会社「夢のみずうみ村」株式会社「夢のみずうみ村」株式会社「夢のみずうみ村」

⼤規模型 110名定員⼤規模型 110名定員
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藤原代表はＯＴ藤原代表はＯＴ藤原代表はＯＴ

「人生に定年はありません」「人生に定年はありません」
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平均要介護度１平均要介護度１平均要介護度１
要支援要支援 17 4％要支援 17.4％

要介護3〜5 15 6％要介護3〜5 15.6％要介護

男性5 : ⼥性5男性5 : ⼥性5
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独自通貨「ユ メ」独自通貨「ユーメ」

ユーメの預⼊・借⼊ユーメの預⼊・借⼊
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「夢」を自ら宣言「夢」を自ら宣言「夢」を自ら宣言

名称を工夫名称を工夫名称を工夫
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食事はブッフ 形式食事はブッフェ形式食事はブッフェ形式

バリアアリバリアアリー
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通路でリハビリ通路でリハビリ通路でリハビリ

通貨獲得が通貨獲得が通貨獲得が
チ シ にモチベーションにモチベ ションに
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⾞いす4人／90人⾞いす4人／90人

至る所がリハビリ至る所がリハビリ至る所がリハビリ
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クギがまな板にクギがまな板に・・クギがまな板に
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調理 洗濯もリハビリ調理・洗濯もリハビリ調理 洗濯もリハビリ

転棟練習転棟練習転棟練習





一般社団法人福岡県医療法人協会役員等名簿

一般社団法人福岡県医療法人協会名誉会長・顧問名簿

（平成27年5月16日～平成28年度に関する総会終結のとき）

役職

会　長

副会長

理　事

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

監　事

〃

氏　名 医 療 施 設 名 住　　　　　所 〒 ＴＥＬ
ＦＡＸ

鬼塚　俊一

合原　正二

毛利　雅彦

陣内　重三

杉　　健三

牟田　和男

三野原義光

佐田　正之

茂木　啓右

黒田　康夫

下河辺正行

篠原　　俊

医療法人
聖峰会田主丸中央病院

医療法人　合原会

医療法人
桂雅会毛利外科医院

医療法人
井上会篠栗病院

医療法人シーエムエス
杉循環器科内科病院

医療法人社団誠和会
牟田病院

医療法人泯江堂
油山病院

医療法人佐田厚生会
佐田病院

医療法人明和会
茂木病院

社会医療法人大成会
福岡記念病院

社会医療法人共愛会
戸畑共立病院

篠原公認会計士事務所

※一般社団法人日本医療法人協会　〒１０２－００７１　　東京都千代田区富士見２丁目６番１２号

ＴＥＬ　０３－３２３４－２４３８

ＦＡＸ　０３－３２３４－２５０７

久留米市田主丸町益生田892

八女郡広川町長延608－2

大野城市下大利1丁目17－1

粕屋郡篠栗町尾仲94

大牟田市大字田隈950－1

福岡市早良区干隈3丁目9－1

福岡市早良区野芥5－6－37

福岡市中央区渡辺通2丁目4－28

福岡市西区姪の浜6－1－20

福岡市早良区西新1丁目1－35

北九州市戸畑区小芝2－4－31

福岡市中央区警固2－12－5

839-
1213

834-
0105

816-
0952

811-
2413

837-
0916

814-
0163

814-
0171

810-
0004

819-
0002

814-
8525

804-
0092

810-
0023

0943-72-2460
0943-72-3293

0943-32-0120
0943-32-2491

092-571-3371
092-572-0542

092-947-0711
092-947-0715

0944-56-1119
0944-56-2077

092-865-2211
092-865-5556

092-871-2261
092-863-2641

092-781-6381
092-724-9411

092-881-0638
092-884-0222

092-821-4731
092-821-6449

093-330-0032
093-330-0042

092-751-1605
092-741-2581

役職

名誉
会長

顧　問

氏　名 医 療 施 設 名 住　　　　　所 〒 ＴＥＬ
ＦＡＸ

大塚　　量

横倉　弘吉

社会医療法人大成会
福岡記念病院

医療法人
弘恵会ヨコクラ病院
（アルテンハイムヨコクラ）

福岡市早良区西新1丁目1－35

みやま市高田町濃施394
（みやま市高田町濃施409）

839-
0215

814-
8525

092-821-4731
092-821-6449

0944-22-5811
0944-22-2045
T(0944-22-6751)
F(0944-22-6833)


